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序 論
日本最古の売薬である ｢外郎注1) ｡ 透頂香+ つ い て は, そ の 希少性, 特殊性
の政に , 様々 の文献, 特に医 ｡ 薬学書に記載されて い る1)｡ しか しそ の 内容は
系統的でなく, ごく 一 部に 限られて い たり, 又 二次資料か ら の 引用 であ っ て ,
1
原典 に潮 っ た詳細な調査は皆無である と い っ て も過言で はな い ｡ 著者は1956年
に, そ の 初歩的成果を発表した2)が そ の 後も機会をみ て は資料 の探索を重ね,
40年後の 今日 ほ ぼ完結をみる に至 っ た の で , こ こ に集約 ･ 発表する｡ 外郎家は
室町後期まで は医家と して , そ の後は薬屋として活動した の で こ こ で もそれを
別けて説明する｡
透頂香な ど 一 連 の薬を処方した の は, 外郎家の開祖で ある陳延稀 の兄, 陳順
租である｡ 彼 は, 中国元 の 時代に大医院の職にあ っ た医師である｡ 弟の 延鮪は,
元 で薩部の員外郎と いう文科系の職 にあ っ た が , 兄と共 に来日 して そ の薬を売
り広めた｡ 子孫を残した の は延鮪の方で あ っ た た め, 順組はそ の製撃と医学の
知識を外郎家の 子孫に伝えた｡
と こ ろ で , 中国で は13世紀初頭か ら始 っ た [黄帝内経]58) の 見直しが実を結
び, 医学の新理論が創造され治療面でも大きな発展を遂げた｡ そ の時期は, ､ 日
本で は室町時代に あたり, 日本の医師も唐, 宋の 医学を脱し, 新 しい医学を身
に つ けようと模索して い た｡ 中国で は劉完素, 張従正, 李東垣, 宋丹渓と い っ
た医家が出て , の ち に李 ｡ 朱医学と い われる素地が形成された｡ そ れ に対して
日本で は竹田昌慶, 田代三喜と い っ た , それま で の官医や僧医と異な っ た新し
い医家が明か らそ の理論を学び日本にもち帰 っ た ｡ 外郎の登場も丁度これに重
なるも の で , 恐 らく前述 の 中国の 新理論を持 っ て 日本に帰化 しそれを普及 した
もの と思われる｡
第1章で は外郎が元 の大医院と いう職に ありなが ら, 元末日本に帰化せざる
を得なか っ た理由を説明し, 順租, 宗奇, ･常鮪, 敵田, 友蘭と いう医家と して
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の 系譜を述 べ , 日本で大変もて はや された記録を細かく記述 した｡ 彼ら は 日本
の上流階級である公家や五山の 僧らと交際し, 非常に優雅な生活を営ん だ○ 室
町期の 医業 ｡ 薬業 に携わる人 々 が , 中国人の 医家や薬屋を い か に尊敬 の念で見
たかを客観的な事例を並 べ考証 した｡
さ らに 当時最先端 の中国の 医家達 の理論をなる べ く解りやすく解説し, 外郎
達 の 医学理論に つ き説明した｡ 同時に こ れ らの理論の 限界も明らか に し, 抽象
的 ･ 捨象的原理が如何 に現実の 治療に役立 つ 薬 の処方に 問題を持ち込んだか を
批判的に とらえた｡
｢仮名草子+ に措かれた理論倒れ の 医家 の描写も紹介した｡ 当時米
一 石650文
の 時代に宮中に診療して 一 回20,000文の報酬を得た竹田氏の例をとり, 公家,
将軍 の診療に当た っ た外郎 の富裕ぶりを推測 した｡
第2章で は , 室町末期か ら医家か ら薬屋に変身した外郎を取り上げた｡ 外郎
が どんな薬剤を造り販売したか を文献的に調査し, 当時の 人々 の 間で唐渡り の
薬種が如何に珍重されたかを当時の狂言 ｢唐薬+ に求め, こ れ を考証 した｡
第3章で は, 京都外郎か ら小 田原外郎 へ の薬業の主体 の移行を中心に解説し
た｡ すな わ ち小田原外郎は京都外郎の直系で はなく, 三島大社の 御神領 の宇野
か ら出た戟国期 の特権商人で , 韮山の 江川家と同じ家系である こ とが証明され
た｡ 当時の公家中御門宣胤
46) は, 今川家と の 連絡に釆た [外郎家譜]
10) に い う
宇野定治と思われる ｢宇野藤五郎+ を京都外郎 の被官 (家来) と呼ん で い る｡
京都外郎は, 最後の 当主 である外郎右近が蹴球 に熱中しすぎて , 公家の飛鳥井
家の家法に触れ, 江戸幕府の採決で伊豆大島に流刑に なり, そ の幕を閉じ て し
ま っ た の で ある｡
第4章で は, 江戸期の外郎を説明した｡ 既 に室町期より有名で あ っ た透頂香
が, こ の 時代でも大変売れたが, そ の 理由 の
一 つ と して 日本人も含めた マ レ ー
系人種が好む阿仙薬な どの ベ テ ル ･ チ エ ー イ ン グ の習慣に根ざして い る と推測
した｡ 又 , 透頂香に は薬用 の 丸薬と, お歯黒婦人が使う芳香性口中岨噂剤があ
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る こ とを証明した｡ こ れに は和製阿仙薬の百薬煎が主 に使われた｡
又江戸期 の売薬は爆発的に売れ, 幕末で はそ の 薬方は3万方にも達 した｡ 本
論文で は, 江戸期の売薬に つ い て そ の内容を文献的に紹介した｡ 理由として ,
当時は劣悪な衛生環境 の中で病人が多か っ た こ と, 生計費がかさみ , 今 日で い
うセ ル フ メ デ ィ ケ ー シ ョ ン に頼らざるを得なか っ た こ と に よ るも の と推察され
1
た ｡ 江戸期か ら間もな い明治23年に国民皆兵 の名 の下, 適齢者36万余人 の内21
万人が疾病そ の 他健康上 の理由で兵役免除にな っ た こ と に , そ の 現実を見る こ
とが できる (陸軍省第3回統計年報)110)｡
ま た江戸期 に おける透頂香の成功は, 巧妙な宣伝にもよると考えられる｡ す
せ り ふ
な わ ち絵草子や歌舞伎の台詞な どに そ の 例を見る こ とが できる｡ 又, 透頂香の
売上げに関する経済効果 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を行 っ た ｡ 小 田原外郎は, 透頂香
の主薬に阿仙薬 の 偽薬 (首薬煎) を使 っ た こ とをケ ン ペ ル が示唆して い る94)｡
そ れ を輸出して い た こ とも指摘して い る｡ 外郎は丸薬の外郎 ･ 透頂香だけで も
1833年頃現在の 価格に して 9億円程度 の売上げがあ っ たも の と推察草れる.
第5章で は, 明治期の外郎を概観 した｡ 政府や知識人は売薬を批判し, 薬の
処方 一 つ に 2 円 の売薬税が課せられた｡ 外郎はそれを逃れるため に , 透頂香だ
けを売薬と して届出し, あ と は他で作る売薬の 卸問屋 に な っ た ｡ こ う して税金
を逃れ, 他 の薬舗同様外郎の 売薬も元 どおり繁盛した様子を紹介した｡
第6章で は , 外郎餅に つ い て説明した｡ こ れは17世紀後半に現れたもの で主
原料は彦粉で あり関西方面が そ の原点で あろうと考え られる ｡
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本 請
第1章 医家として の外郎
1 . 外郎日本渡来の経緯
応安元年 (1368) 中国より元 で大医院在4) で あ っ た陳順租と, 鹿部 の 員外郎
で あ っ た延鮪 の兄弟が中国より渡来し日本に帰化 した｡ 外郎延祐 の 四代目の 医
師 ｡ 敵田が そ の経緯を語り, それを詩にま とめた の が京都五山の 内京都建仁寺
246代目住持 ｡ 寿桂月舟3) であ る｡ 月舟は, 室 町時代そ の 著書 [幻雲文集] に
陳有年員外郎遺像47) と して次の よう に記して い る｡ ｢薩部員外郎陳氏飽田字有
年｡ 其先大医院順組｡ 法言草宗敬競台山. 乃台州人｡ 而江南総管陳友諒宗族也.
大元至正 二十年｡ 友諒殺偽主徐寿輝於大平路｡ 自称皇帝｡ 国競漠｡ 改元大義｡
割拠江州｡ 兵威大振｡ 後明大祖高皇帝伐之｡ 天下 一 統｡ 順租悦事二朝｡ 来子音
邦｡ 家筑之博多津｡ + 上記 の文章の大意は, 次 の とうりで あ る｡
す なわち元末1351年, 異民族による中国支配を倒し, 漢人王朝を回復するた
め に起こ っ た白蓮教徒 の反乱 (紅布の頭布を標と したため紅布 の乱 ともいう)
が勃発した｡ 主流派 の 紅布軍の 中に明朝を建て た朱元嘩が い た｡ 主流派 でカを
得た宋元嘩が南京を攻略した頃, 西 に西派紅布軍と いう徐寿輝集団があ っ た｡
こ こ に陳氏 一 族 の有力者陳友諒が登場する｡ 彼 は西派紅布軍で頭角を現し, 至
正 二十年 (1360) 徐寿輝を鉄槌で撃殺し, 自ら皇帝と称した｡ 国号は漠で , 元
号は大義であ っ た ｡ 至正 二十三年 (1363) 両者は, 湖 口 で激突した｡ こ こ で朱
元嘩軍の火攻が行われ, 陳軍は完敗した｡ こ の 年七月陳友諒は戦死した｡ そ の
子陳理も, 明 の大敵に殺された49) ｡ 陳噸租は, こ の 陳氏の 一 族で元 の 時代大医
院の地位にあ っ た ｡ 彼は来日 の理由を二朝に仕える の を恥じたと して い る が ,
以上 の ような事情か ら明朝に は仕える こ とが で きなか っ た もの と思われる｡
冒頭に述 べ た陳順敵と陳延柘 の来日 の経緯は, 非常 に現実的なもの であ っ た
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と考え られる｡
2 .
L医家として の外部の系譜
上記 の [釘雲文集] は続けて ｢鹿苑相国聞其名｡ 召之不起｡ 嗣子宗寿字大年｡
応相国之招入洛｡ 遂奉釣命使干大明｡ 大有功也｡ 大年子月海常示右｡ 復承相府恩
春｡ 診脈発薬｡ 人皆為神｡ 固三世嘗也｡ 有年幹事｡ 如水侍器｡ 撃嘗之徐｡ 詠歌
製唐律｡+ と あり, 外郎組田迄を医師として い る｡ 月舟は, 同じく [幻雲文集]
に飽田 の子 に つ い て陳員外郎友蘭暗公肖像48) な る文章を書き, 友蘭も医家であ
る こ とを示唆して い る｡
(1) 陳順組と陳延柘
順租の職名 の大医院と いう の は, 元の 医制で こ の時代は ｢御薬院+ が皇室の
医事を担当し, ｢大医院+ が 一 般 の 医事を扱 っ た注4) 0 [幻雲文集]は上記 の 如
く, 順租は足利義満 の招き に応ぜず上洛しなか っ たと して い るが, [本朝通鑑]6)
に も同様の 趣旨の こ とが記載されて い る｡
しか し貝原益軒はそ の 著 [筑前国続風土記]4) (1701) で , 順租を取り上げ
｢文才あり, 兼ね て占相に通じ, 且 つ 霊方を伝え て奇薬を調う+ と し, ｢元 の 老
臣なりしか+ と述 べ て い る が , 続 い て如何なる論拠か ば不明であるが ｢義満公
の 招きに応じ上京して , 彼に種 々 の薬を献ず+ とあり ｢就中, 義満は透頂香を
甚だ賞美して京都西洞院に宅地を賜る｡ そ の 後博多に帰 っ て 妙楽寺に小庵を構
え て明照と鍍す｡ 後 に崇福寺の無方和尚に衣鉢を受け, 70有余に して死せり+
と して い る｡
余談であるが益軒は, [風土記] の中で小 田原外郎を京都外郎 の 直系で はな
く, そ の ｢家僕+ で あると強調 して い るが これは後述 の著者の意見と合致する｡
益軒を含め こ の 時代の人 々 は , 小 田原外郎を京都外郎 の直系と して は見 て い な
い よう である｡ 例 えば黒川道祐は, そ の著書 [擁州府志]5)(1686) で本家 の 庶
流であると して い る｡ 林羅山の [本朝通鑑]6) ち, 順租を外郎 の 先祖と し小田
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原外郎を本家 の 門葉と して い る｡ 又 日本史 の研究家小葉田 淳氏も, そ の著書
[中世日支交通貿易史]7) に [Ji7雲文集] を取り上げて い る｡ [日本仏教史]8) の
辻 善之助氏及び, [日本商人史]9) の 豊 田 武氏も同様外郎の先祖は順観で あ
るとして い る｡
陳延鮪の名は, [外郎家譜]10)(1697) に初めて登場する｡ こ れ は1647年京都
外郎の 当主外郎右近が蹴球の曲事で遠流になり (後述), 京都本家が忘れられ
た頃小田原外郎が自家 の権威付けの た め に , 小 田原郊外の早雲寺の 沙門宗貞に
依頼して元禄11年 (1697) 系統図 - 軸を作らせ たもの である｡ 家譜の内容には,
京本家か ら別れた筋書きに無理があるが , 何 らか の文献があ っ た もの か ｢日本
渡来 の外郎の先祖は, 陳延満と いう名前で元 で磯部員外郎の職にあ っ た+ と い
う こ とを述 べ て い る ｡ 薩部は, 中国で は礼楽, 祭和, 貢挙 (試験) を司り, 負
外郎とは日本で は治部省の丞と いう全く の文科系の職で あ っ て薬に は何の関係
もな い ｡ 又 [外郎家譜] の特徴は, 延柘の来日を元の滅びた後 の 日本の応安元
年とし, そ の死を応永2年7月2日 , 73歳と明白に して い る と こ ろ にある｡ こ
れが 正 し い とすると延柘甲来日を1368年, 生没年を1322-
'
95年と同定する こ
とが できる｡ 歴史的に重要な こ とは陳順租の家系が外郎で続き, 外郎の看板薬 ･
透頂香さえ ｢ うい ろう+ と呼ばれ て きた事実である｡ [外郎家譜]が出て 中ら
こ とすが
は陳延鮪を祖とする文献が多く, 谷川士清 (1709- '76)の [倭訓莱]11), 横島
昭武の [関八州舌戦録]12), 関 修齢 の [松窓慢録]18)(1800頃) , 最近 で は宗
田 - 氏の [日本 の名薬] ち延柘説である｡ 上述 の ように外郎の先祖として は,
順組と延稀 の 二説があるが , 今日迄両者の 関係に つ い て触れた文献はな い ｡ こ
れに対し著者は順租が兄, 延紡が弟で あると の結論に達した｡ そ の 推測理由を
以下に述 べ る｡
(イ) 延柘が来日した の は兄と 一 緒で , そ の 時46歳 である ｡ 従 っ て 兄 の 順租
は大医院の職 に あり, そ の年令は益軒や道祐の い うよう に50 - 60歳の老臣で あ っ
た ろう｡ 70有余で生涯を閉じたとすれば恐らく日本で は子供は できず, 又早く
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か ら禅門に帰依 して い る か ら妻帯もして い なか っ た と思われる｡
(ロ) 延祐に大年宗奇が生まれた の は延祐50歳 の 時で あ る ｡ 順租 に頼ん で秦
を作 っ て 貰 い , そ れを売 っ て歩くと いう生活は必死 であ っ た ろう｡ 薬に つ い て
も勉強し, 人 に問われれば外郎と答える｡ こ う して外郎薬は有名に な っ た｡
(ハ) 従っ て 子孫を残した の は延稀で あるか ら, 以来皆外郎を名乗 っ た ｡ こ
う考えれば順絶と建前の 関係は兄弟と して も解釈できる｡
最後に触れた い の が , 大覚禅師関与説で ある｡ 鎌倉建長寺 の開山蘭渓道隆,
即ち大覚禅師が来日 (1246) の折, 薬を持参し, j ＼田原 の士人 に与えた の が外
郎透頂香だと いう説である｡ こ の 説は案外根強くて , 浅井了意の [鎌倉九代記]13)
(1673) は ｢大覚禅師に同行 した員外郎と いう者が京都に住 み着き透頂香を売
り, そ の 子孫が小 田原に下り薬を官名で呼び, /j＼田原外郎と して往来 の人 に商
売した+ と記されて い る｡ 江西逸志子 の [北条五代記]14) (1672), 岡本為作 の
[北条時頼記]15)(1691) も大覚禅師説を採 っ て い る ｡ 後年 [駅路の鈴]16)(1858)
を書 い た遠藤数馬も大覚説で ある｡ 伊勢 の 貞丈も [貞文雄記]17) (1843) に大
覚禅師を取り上げて い る｡ 黒川道祐も [擁州府志]5)(1686) で ｢大覚禅師が伝
えたと いう透頂香を小田原人が京都に釆て 売 っ て い る] として い る｡ 著者は,
小 田原外郎が京都外郎の 直系でな い た め ( 後述), 京都外郎が盛 ん で あ っ た頃
は小田原外郎も京都本家の 手前, 自家の 系統を明確に で書難く, 代わり の 箔付
けに大覚禅師説を持ち出した の であろうと考える｡ 京都外郎と/j､田原外郎の 関
係に つ い て は後に詳述する｡
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陳順祖, 陳延祐が参禅したと いう崇福寺の山門と境内
(現 福岡市博多区千代4丁目)
だ い ね ん そ う き
(2) 大年宗奇 (1372- 1426)
大年宗寿ともい い [外郎家譜]19) に よ れば延祐50歳 の 時の 子 で , や はり崇福
寺 の無方師に参禅して月照と号した｡
彼は博多より京都に上り医道抜群と いう評判を得, 自分は外郎の子で ある と
言 っ て い る ｡ 応永9年2月26日 (1402) 吉田社の神主富田兼備が病気の 時, 宗
奇は治療に 当た っ た ｡ [吉田日次記]20)はそ の有様を ｢早旦外郎 (宗奇) 入来,
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是唐人之子也, 於日本誕生, 取父名号外郎, 是異朝之官也 医道抜群之由人 々 示
之間, 招引之, 湯秘薬 一 種可調進之由甲之, 事健神妙也.+ と し て い る｡ 公家
の山科教言も腹病の 時, 薬
'
o 調合を宗奇に依頼して い る (応永15年11月晦日 -
1408)21) ｡ 尚宗奇は応永14年 (1407), 15年, 17年と教言卿と接触し脈を取 っ て
い る｡ 教言卿は, 薬に詳しく数十種類もの薬剤を服用 して い る｡ 応永9年日野
兼宣公も外郎を訪れて い る22) ｡
宗奇は, 朝鮮, 中国と の 交涜に も関心を持ち積極的に活動して い る｡ 応永26
年 (1419) 幕府は朝鮮に信使を送 っ た が , そ の 時 の 副使は宗奇の 子常柘と そ の
ちんよ しひ さ
弟で ある陳富久で あ っ た ｡ 翌年朝鮮使が来日した時には富久が博多迄出迎え,
京都で は宗奇が将軍義持と の会見 に も列席して い る23)｡ こ の 頃富久は兵庫 の 名
族平方氏 の養子 に な っ て い た ら しく, 平方の 姓を名乗 っ た ｡ 平方氏も朝鮮と の
通商に参加して い る｡
宗奇は, 通事として遣明船に同行し, 何度か明に渡 っ て い る｡ 応永11年(1404)
に は明 に使 い して霊方丹なる薬を日本に持ち帰り, 翌年そ の功に より四条西洞
院に宅地を賜り注2)儒医を兼ね励んだ と いう10) ｡ こ の 年細川清元 より [聖剤総
録]25)200巻を与えられ厚遇された と いう [本朝通鑑 一 応永11年 の条]｡ 清元 は
しばしば大年宗奇の薬を飲み, 験有りと して い る [岡本朝通鑑]｡
霊方丹は, 幕府の倉中にあり透頂香とは別 の薬である｡ 当時の有料辞典 [撮
壌集] (享徳3年 - 1454) に透頂香 の記載が あり, 霊 宝丹 の 記事もあ っ て 霊方
丹と同 一 薬剤か否か不明である｡ こ こ に は66種類 の合薬が記載されて い る｡
[蔭涼軒日録] には延徳二年 (1490) 関八月十四日 に ｢晩釆陳外郎来｡ 対面
勘盃｡ 件 々 談渡唐相違之事｡ 外郎話云｡ 鹿苑相公御代｡ 我祖父為遣唐使合霊方
丹｡ 持以帰朝｡ 於今在公府倉中｡ 実永楽二年本朝応永七年也｡ 外郎帰後引三国
一 覧見之｡ 則永楽二年甲申本朝応永十 一 年甲中也｡ 外郎所謂相違也｡+ と ある｡
tヂっ か い じ ょう ゆう
(3) 月海常祐 (1392- 1468)
延縮か ら三代目常縮も診脈を取り生死を知り, 吉相を占 っ た ｡ 晩年宅地中に
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- 庵を設け蔵春と号した10) ｡ 山科言国は, そ の 日記 [言国卿記]26) で文明6年
4月5 日 (
.
1474)｢今日常稀 - 没後13年+ と い い , [山科薩記]27) の 中 で も応仁
2年4月6 日(1468)｢常稀セケ年カタ ノ コ トク仏事之有+ とある｡
う い ろ う そ で ん
(4) 外郎組田 (1438 - 1518?)
延縮から四代目の 医師酪田は, 外郎家として幕府の お抱え医師 (法眼) とな
り, 医家とし て又文化人と して京都五山の 僧, 公家, 外国人 ( 朝鮮･ 中国) 逮
か ら高 い評価を受けた｡ そ の医薬 の付与, 漢詩の 交換な どの 活動の有様が, 以
下の多数の 文献 に生き生きと書かれて い る｡ 将 に外郎家中興 の 祖で あ っ た｡
組田 は, 年少 の 頃建仁寺 (臨済宗) に学ん で書を読み, 長 じて医師とな っ た
[日本仏教史]8)｡ 長線2年正月7 日 (1458) 外郎毎年御薬進上 [長緑二年以来
申次記]28), 同年12月27日御薬, とうちん香五嚢進上 [同記] と の記事が あり,
又 時代は下がるが永正 7年正月7日 (1510) 御薬色 々 進上 [殿中申次記]29) ,
同年6月 2 日薫衣香十重と記され て い る｡ こ れ は毎年の こ と ら しく, [年中定
例記]30) な ど室町古記 にも同様の記載が ある｡ 文正元年5月19日 (1466) 外郎
医師 (組田) 薫衣香持参,
.
毎年の例 で あり [蔭涼軒日録]24) , 文明 9年 5月5
日 (1477) 将軍へ 薫衣香五嚢初め て進上 [蟻川親元 日記]31) , 文明13年正月7
日 (1481) 親元 へ 五種芳薬 (食薬, 玉屑丸 龍寮円, 透頂香, 木香梨片散)
,
杏
持参, 伊勢貞宗, 兵庫助貞藤に こ れを進める [同記] , 同年6月11日親元 へ 薫
衣香二重送る [同記] な どの 記載がある｡
文明13年6月24日幕府は, 輸出用 の硫黄使節として阻田を薩摩に下 した [薩
藩旧記]32) ｡ 室町年中行事と して12月27日外郎が将軍に会 い , 自分 は通事で あ
る と答え て い る [海録巻10]33) ｡
文明16年(1481) 外郎は堺 の蕉軒(大公季淑)に詩作を依頼した[庶軒日録]45)｡
同17年 (1485) 外郎蔭涼軒集証に薫衣香二包を持参 [蔭涼軒日録], こ の 頃敵田
と五山僧と の交流が多い ｡ 前述 の [幻雲文集], [幻雲詩藁巻三] な どに京都
建仁寺の僧寿桂月舟 (文明, 永正 の 頃の人) が組田やそ の子友蘭の た め に詩作
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をして い る｡ 又南禅寺の 僧, 景除周麟も飽田 の た め に詩作 して い る [翰林胡麓
集五]｡ ｢陳外郎杏林居士之家, 帝薙蒙壁文之粉之, 努像於熊峰
一 道之飛流,
客室詰鴛則告白, 居不山而書目不可無山色, 亭不渡而吾耳不可無藩韻, 吾得之
於曜黄牝牡之外, 亦是詩人之妙術也, 輿居士方外講交者皆賦之, 予次韻寄題+｡
文明18年 (1486) 鍵田中風病に潤億円, 有熟者に清心 円を投与 [庶軒日録]｡
同年3月14日中国人と砂糖に つ い て 話す [同日録]｡ 同19年正月21日 (1487)
集証に五種芳薬を送る [蔭涼軒日録]｡ 長享元年 (1487) か ら息子友蘭 の 記事
があり, 同年飽田が , 又翌年友蘭が禅僧となる｡ こ の 頃か ら外郎は, 明 と の 通
交から身を引 い た ようである｡ 同2年12月17日集証外郎か ら大初快気湯を貰う
[同日録]｡ 周年2月高麗宮人杏林草(外郎宅) に詩を賦す [同日録]｡ ｢高麗官
人廿六日和杏林亭諸詩｡ 有大軸 一 巻｡ 有抜｡ 一 覧而返之｡+
延穂元年 (1489) 正月21日外郎集証 に五種薬持参, 翌年正月に も同様, 12月
20 日に は大初平胃散を送る [同日録]｡ どうも こ の 頃に は京市中に透頂香を始
め, 種 々 の 薬剤を売る店が あ っ た よう に思える｡ 外郎宅が店で あ っ た の か もし
れな い ｡ 当時の 習慣で 医師は, 診察し て薬を処方する場合と依頼により合薬を
売る場合の両方があ っ た ｡ 明応元年 (1492) [七 一 番職人尽歌合]34) に は唐人と
思われる街の 薬売りが登場する｡ 狂言 [煎じも の売り] に陳皮, 乾妻, 海人草,
肉桂, 甘草, 人参な どの煎じ物を祇園会に売る場面があり, 同様 [膏薬練り]
に は小さ い粒の例えとして透頂香が引き合い に出されて い る｡
明応元年 (1492) 正月16日外郎集証に長命丸を持参 [蔭涼軒日録], 同 2年
(1493) 3月29日外郎が集証 に五嚢 の薬 (薫衣香二包, 香筋 一 隻) を送る ｡ 文
亀2年(1502)5月17日禅僧病態難治, 外郎に良薬求め ると の記載があり[実
隆公記]35), 永正 6年11月19日 (1509) 外郎が実隆に目薬 (珍珠散)を持参す
る[同記]｡ 翌年頃か ら組田は近衛尚通 に近 づき, 永正 9年 (1512) 5月 5 日外
郎が尚通 に , 鼻 口 に付け年中 の疫を防ぐ薬を進呈する [御法成寺尚通公記]36) ｡
同13年 (1516) 正月7 日外郎, 尚通に五種芳薬を持参する [同記]｡
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永正14年(1517)5月 2 日外郎被官 (家僕) 宇野藤五郎が, 中御門宣胤46) に薫
衣香, 蘇香円, 潤億円, 牛黄円, 珍珠散, 透頂香等を持参｡ 享徳3年 (1530)
[本朝通鑑] に ｢洛人陳外郎透頂香を売る+ とあり, こ の 頃か ら外郎家の [薙
州府志] の い う成薬店 ｡ 虎屋として の出発がある｡
ゆうらん し ゅうかい
(5) 友蘭周晦 (1458 - 1508?)48)
1
飽田 の 子 である｡ 以下代 々 の外郎の名前は, 文献に はあるが生没は定か で な
く著者 の推測が含まれて い る｡
延徳3年 (1491) 集証外郎か ら医書 [鎖砕録]37) を借り, 後 こ れを返却する｡
こ の 本は, 公衆衛生 に詳しく歯磨き の 重要性にも触れて い る [蔭涼軒日録]｡
友蘭は組田 の 嗣子で , 彼が医師であ っ た こ と は, 前述 の [封雲文集]に次 の よ
う に述 べ られて い る｡
｢譜三部九候脈之大法｡ 陽気無汗陰気多汗｡ 治五臓六肺病千乗薪｡ 富貴縦擁
金犀繍裾｡ +
又 [封雲詩藁第二] に次の ような文言がある｡
｢杏林員外郎赴登州｡ 令嗣建部公作詞｡ 以惜其行｡ 外郎去后｡ 蓋孝之至也｡
倖予和之｡ 因押芳勺｡ 以督蹄期云｡+ こ の時代能登七尾 の領主, 畠山氏111) は京
都文化 の導入 に熱心 で京の 知識人を呼ん で歓待した｡ 飽田 の 頃か ら何らか の関
係があ っ た もの と思われる｡
ゆうしゅん うい ろう
(6) 有春外郎 (1478- 1538?).
二位杏林を名乗る｡ 永正16年 (1519) 正月7 日外郎の弟が薬三種尚通に進上
[後法成寺尚通公記], 同年薬を種 々宮中に進上する [殿中申次記] ･ [年中定例
記]｡
大永年間 (1521- '2 7) 外郎は, 借金 の - 割を納め て そ の 債務を免れた [ 中
世商人史]9)｡ 大永 5年外郎の 弥五郎, 越後に下る [上杉文書]38) ｡ 外郎は , 多
数の 雇い人を抱え て い た と思われ, 3 ･ ･ 4人の 集団で行動して い た とも考えら
れる｡
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とくそうあん う い ろう
(7) 徳倉庵外郎 (1508-
'
78?)
二位杏林を名乗る｡ 天文8年 (1539) 3月4 日, 外郎は将軍に薫衣香を献じ
た｡ 同年7月28 日外郎, 近年能登 に在国すると いう [大館常興日記]
39)
｡ 又 同
日 の 日記 に外郎法眼と い う文言があり, こ の 頃はま だ医師を続けて い た と思え
る｡ 天文11年2月11日 (1542) 猿楽 ｢唐船+ の 記述が ある
注3) [同日記]｡ こ の
時代, 外郎家の透頂香は有名で , 当時の有料辞典で ある [橋本緩亮節用集] (1
565), [永線五年節用集](1562), [伊京集] (1590?) に そ れぞ れ記載され て
い る｡
と そ う あ ん う い ろ う
(8) 土倉庵外郎 (1528 - 1600?)
外郎はJ 敵田 の 医師名二位杏林を称 して , ある時は医師, ある時は薬屋と し
て商売をして おり, どち らか と い えば虎屋なる成薬屋が本業になりつ つ あ っ た｡
[本朝世事淡路]40)に ｢洛陽西洞院, 陳外郎二位杏林球に手練して 種 々 の 曲を蹴
たり, そ の 頃の 地下人専ら これを倣う｡ 外郎派 の始め こ れなり｡ 当時御家 の疏
儀を学ぶ輩は, 転業なりとて こ の 流を用 い ざるなり｡ そ の 子右戟衛政光父の伝
えを得る｡+ とある｡ こ の 頃外郎は既に上流階級と付き合わず,
一 般の 商人と
同じ庶民 の中で の暮らしをして い た と考えられる｡
う い ろ う う こ ん う し ん え ま さ み つ
(9) 外郎右近 ･ 右親衛政光 (1580- 1647?)
完全に虎屋 の主人だ っ た と思われる｡ 店 は番頭に任せ , 蹴執 こ没頭し江戸,
大阪と遊び歩 い て い た らし い ｡ しか し飛鳥井大納言雅量卿, 宰相雅章卿は代々
蹴球 の本家 の家柄 で , 外郎が曲球な どして 同家の 家法に背い たと して江戸幕府
に右近を訴え, 同人は伊豆大島に遠流にな っ た ｡ 正保 4年 (1647) 8月1日 の
こ と である [徳川実紀]41) ｡ こ の こ と も外郎が庶民 の 仲間入 りを した証拠で あ
る｡
外郎右近 の こ と は [足薪翁記]42) , [玉滴陰見 一 延 宝中写本] (1664- ), [き
の う は
.
けふ の物語] (1673), [俳譜蒙求] (1678) な ど多数の 文献に出て おり,
俳句や浄瑠璃 [紫の 一 本] (1684) に も詠み こ まれて い る｡ 右近は江戸 に出て ,
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蹴球 の本も出版し て い る [類衆名物考巻 1].
こ の 頃儒者 の中江藤樹 (1608- '48) も外郎家に宿泊し て い る｡ 又 [日葡辞
書] (1603) に透頂香 の記載がある｡
(10)17世紀以降の外郎家
こ の後外郎家は, 外郎町か ら藤本町, 上長者町と移り主 に虎屋 と称 し薬屋と
して過 ごした らし い ｡ 貞享2年 (1685) の [京羽二重]43) は , 商人と し て の外
郎二位杏林を取りあげ西洞院錦小路下る町とある 注2) ｡ 寛文末 (1670-) に成
立 した [諸国買物調方記] にも京都の 項に ｢名薬所外郎とうちん香西洞院錦下
ル ニ位杏林+ とあり医師の欄 で はな い ｡ 正保2年 (1645) [毛吹草]44) に も京の
欄 に外郎透頂香がある｡
同家は, 元線頃迄は続 い た ら しく思われる｡ た だ寛文10年 (1670) [本朝通
鑑] に ｢こ の 年洛下に て 陳外郎なる者外郎透頂香を売る] と いう記事が あり,
[薙州府志]5)(1686) にも ｢今小田原人が京師に釆て 外郎透頂香を売る+ の 記
述が見られる｡
3 . 日本人は中国に医学 ･ 薬種を求める
嘉清の末年 (1370年頃) 中国で出版された [日本風土記] なる本に ｢ 五経は
即ち書経を重ん じ, 易詩春秋を忽にす｡ 四書は即ち論語, 学庸を重ん じて , 孟
子を恵み, 仏教を重ん じて道教な し｡ 古医書の 如きは見る毎に必ず買う, 医を
重んずる敏也｡ + と ある｡ .建徳2年 (1371) 12月30 日義堂周信は, 入元帰朝僧
中岩 の言を引き ｢船中南蛮 ･ 日本等 の薬材で 一 杯だ っ た+ と言 っ て い る [日工
集]50)｡ 当時の中国は, 元 か ら明に変わ っ た ばか り の 時代で金 ･ 元 の 医家の 盲
花争鳴の後を受けて医学が盛んな国で あ っ た｡ 又殊に元 の 時代に は, 南方や中
近東と の海上交通が盛ん で香辛料系の薬種が沢山輸入された｡
丁度日本 の 医家も, 唐 ｡ 宋医学の模倣を脱し新しい医学を模索する時代であ っ
て , 竹田昌慶, 田代三喜, 吉田宗桂らが渡明して い る｡ そ の 時代に当然医学 の
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先進国で あ っ た中国やそ の 周辺 の国々 の 医家 ◎ 薬種を扱う人々 は , 大変もて は
や された｡
外蝕も明か ら渡来した医師であるが (1386), 宝穂元年 (149) 8月26 日琉
球商人が幕府に薬種を献じ, 同年5月高麗人が人参300両を日本に もた ら した
[康官記]55)｡ 宝徳 2年 (1450) に は明人望致が博多に釆て薬種貿易を行い , 秦
種商の た め の商人肩を開 い て い る｡ 寛正元年 (1460), 京 の 四府駕輿丁座に薬
種, 唐物を売る座が でき, 同5年 (1464) 奈良興福寺大乗院に唐人が薬種を売
りに釆た [大乗院寺社雑事記]
53)
｡ 文明3年 (1471) 10月13日大乗院門跡経覚
の病気診療に唐人医が釆て い た [同記]｡ 天文18年 (1549) 9月11 日山科言継
は唐人薬屋蒼嵐と談合, 商売を して い る [言継卿記]
54)
｡ 地方 に も唐人 の 進出
が目立ち, 明応7年 (1498) 越前の
一 乗谷に唐人の住居があり, 文亀3年(1503)
には敦賀に唐人橋が できた｡ 関東に も, 小田原に唐人町があり, 川越 に は唐人
小路がある｡ 弘治3年 (157) 北条氏が, 岩代の 白川氏に唐人十
一 宮を紹介し
て い る57)｡ 恐 らく彼らは医師で あろう｡ 大航海時代を反映して , こ の 頃梅毒が
日本にも侵入 してきた｡ 永線12年 (1569) 奈良に カサ (梅毒)の病気が流行 し
た時, 堺 の唐人医がそ の予防の方法を説 い た と い う [多聞院日記]
52)
｡ 九州 の
唐人町に つ い て は, 小葉田 淳氏 の著書に詳し い
51)
｡
こ の 頃室町幕府は輸入薬種, 染料を貯蔵して地方の大名に高く売り つ けて い
た｡ そ の た め こ の頃に は薬種, 染料な どに詳しく, 中国 ｡ 高麗人に付き合える
人として , 特 に禅僧な どが多く輩出した｡
4 . 医家と して の外郎に影響を与え た中国医家とそ の学説
1126年, 金は南を攻め宋王朝は首都 (河南省開封市) を放棄して南宋に移 っ
た ｡ 金 の 統治下 にあ っ て 遅れ た社会経済は, 封建制 の生産を被壊し, 人民 の生
活は大変に苦しく, 飢餓や労役の ため に種 々 の病気が発生した｡ 中国の医家は,
こ れら の病気に対処し治療をする必要に迫 られた｡ 当時 の 医家は, 医療上 の間
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題を解決する ため に現実 の 状況 に立地 して深く [黄帝内経]58) な ど の古典医書
の理論や原則を追求し, 多く の 独特 の 医学理論と治療方法を発展させ た.｡ そ の
努力は臨床実践に生かされ, 優れた指導的役割を果た した の で当時及び後世の
多く の 医家が, そ の 理論と治療を深め発展させた｡
こ れを金 ｡ 元 の 学術争鳴と呼び, 特 に中国の 医学史上有名な, そ れ ぞれ特徴
(
あ る四大家 の学説が形成された｡ 彼 ら四大家の説は, 中国の 医学理論の形成に
多く の影響を与え, [中国医学史講義]注4) で も高く評価され て い る｡ 明 に留学
した日本人の 医師も こ の 理論を学び, 日本で の李･朱医学の隆盛をみる に至 っ た｡
こ の 時代明 に渡り, そ の 医学理論を学んだ日本 の医師に は竹田昌慶, 田代三
喜らがおり, 殊に 田代三喜ば後の曲直瀬道三らと共 に上記 の李 ｡ 朱医学の 隆盛
をもた らした｡ 外郎も同時代の 医師と して , 来日以来日本 の上流階級の 支持を
受けた の も これ ら新時代の 医家の理論を身に つ けて い たか らである｡
以下 こ れ ら 四大家の 理論 の成立を, 簡単に述 べ て み た い ｡
り ゆうか ん そ
(1). 劉完素 (1110- 1200)
劉完素は, 字は守真, 自らは通玄処士と号した｡ 南宋時代, 金領の 河間 (河
北省河間県) の人であ っ た の で , 後人は河間先生と尊称した｡ 彼は25歳か ら
[内経] のうち [素問] の研究を始め, 60歳まで中断する こ と なく運気学説に
つ い て詳細な見解を提出し, [内経]の 五運六気の 学説に つ い て , 鋭 い 研究を
行 っ た ｡ 五運 と は五行 の運行を示し, そ の順序に は相勝 (土木金水火) と相生
(木火土金水) とがある｡ 六気とは天地間にある六種の気で, 陰 ･ 陽 ･ 風 ･ 雨 ･･
晦 ･ 明を表す｡
こ の た め彼の 学術思想の中で , 運気学説が重要な位置を占め て い る｡ 彼が運
気学説を重視し研究した の は, 医療上 の実際問題を解決するため である｡ 彼は
運気が四時 (春夏秋冬)の 正常な規律を支配する こ とを認める 一 方, 運気に は
平常の場合と変化する場合がある こ とを指摘し, 機械的に運気説を運用 し某気
が主たる年に は必然的に某病が発生するな どと, 固定的に捉える こ と に反対し
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たo 彼は五運 の うち四運はそれぞれ
一 つ で あ り, 火だけが 二 つ に 分けられる と
考え, 火と熱が運気 の な か で主要な位置を占めるとした○
劉完素は, こ の ｢ 火熱論+ で有名で あり後世そ の説 に従う者が多か っ た ｡ 彼
は [内経] を深く研究し, [素間]の病気十九条は, 大体火熟に因る病気で あ
ると見な した｡ 例えば ｢各種 の熟 ･ 盲 ･ ひ き つ 桝ま皆火に属し, 各種 の腫れや
腹部の 腫脹な ども皆熱に属する｡ 各種 の曜吐や吐酸 ･ 暴注下迫な ども熟に属す
る+
】
な どで ある｡ [素問] の い う ｢各種 の捧痛や痔癒は皆心 に属し, 各種 の 麻
痔や晴息は皆上 に属し, 目ま い な どは皆肝に属し, 急激な強直は風に属する+
と いう各条も, 彼は間接的に火熟 の範囲に属すると見な した｡
彼は火熟の 学説を熱心 に説き,
･ 寒涼薬(石膏, 大貴, 黄蓮 , 荘消, 半夏, 黄
柏な ど)の使用に独特な研究を行 っ た の で , 後世 の人は彼を ｢寒涼派+ と呼ぶ
もの もある｡ しか し こ れ は ｢火熱論+ を説く者が , 寒涼だけを知 っ て そ の他の
こ とを知 らな い と い う こ と で はな い ｡ こ れ は つ まり陽中に陰があり, 陰の 中に
陽が ある こ とを いうも の で ある｡ 臨床にあ っ て は水火 の 多少を鑑別す べ き であ
り, 若 し水が少なく火が多ければ陽実陰虚で熱を病み, 水が多く て火が少なけ
れば陰実陽虚で寒を病むと した｡ 従 っ て そ の治療法は実を質 し, 虚を補うと い
うもの である｡
例えば下痢の 治療に は熟に属するもの は苦寒剤 ( 苛薬柏皮丸な ど) を使用し,
寒に属するもの は辛熱剤 (将水散 : 成分と して半夏, 重な どを含む) を使用す
る｡ 傷寒 (急性熱性疾患) の治療で は熟に属するも の に は辛涼剤 (石膏湯な ど)
を用 い , 寒に属するもの に は辛温剤 (妻活散な ど) を用 い る｡ 中風の治療には
の ぼせ
熱を清め風を去る第青丸 (当帰 ･ 龍胆等) を用 い た上 に , 経絡を温め蕨を治す
る附子続命湯を用 い た｡ こ れ に よ っ て 劉氏が雛症施拾 ( 良く症状を診て , 治療
を施す) に重きをお い た こ とが解る｡
～
(2). 張従正 (1156- 1228).
張従 正 , 字は子和, 自 らは戴人と称した｡ 南宋時代, 河南省 の人で ある ｡ 彼
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は劉完素 の説 に の っ とり, 五運六気 の変化と疾病と の 関係を非常に重視した｡
劉完素が専ら火熟発病の説を説 い た の に対して , 張従正は風 ｡ 寒 ･ 暑 ･ 温 ･ 燥 ･
火な ど天の 邪や , 霧 ｡ 雨 ･ 電 ｡ 氷 ･ 泥 な ど地 の邪が , 最も人を病気に し易 い と
みな し, 次に酸 ･ 苦 ･ 甘 ｡ 辛 ｡ 由或 ･ 淡な ど水穀 の邪を飲食する こ とも病気の原
因と考えた｡ こ れ らの病因は外か ら来たり内から生じたりし, す べ て人体内に
l
もともとあるも の で はな い ｡ ある経が病気にな っ た ら直ぐに こ れを排除す べ き
で , 体内に停留させ な い と い う の が張氏の 治療学の根本思想 である ｡ 邪を排除
する方法は [傷寒論]の 汗 ･ 吐 ｡ 下 の 三法を原則として い る｡
そ の 上彼 の用 い た汗吐下の 三法は, 決 して 狭い もの で はな い ｡ 彼は ｢ 引渡･
漉誕 ｡ く し ゃ み ･ 追涙な どす べ て上行するも･ のは皆吐法で あり, 灸 ･ 蒸 ･ 薫 ･
沫 ｡ 洗 ｡ 輿 ･ 洛 ･ 針刺 ｡ 導引 ｡ 按摩な どす べ て表を解くもの は皆汗法で あり,
催生 ｡ 下乳 ｡ 磨積 ･ 遂水 ･ 破経 ｡ 滑気な どす べ て下行する者は皆下法である+
と言い, こ の よう に 三法 の 範囲を拡げる こ と に よ っ て , 独特 の治療法を確立し
た｡
張氏は邪 の 除去を力説し, 攻撃の方法を用 い た ため , 後世彼を ｢攻下派+ と
呼ぶも の も い る｡ しか し こ れは張氏 の治療法が攻撃 一 本槍で , 補養がな い と い
う訳 で はな い ｡ 彼 は ｢余の 三法は諸法に 当たるもの だ｡ しか し余は こ の 三法を
と っ て諸法を捨て去ると い う訳 で はなく, そ の病気にと っ て 良い方法を合わせ
用 い る の だ+ と し,･ 補養 の方法に つ い て も, ｢辛は肝を補 い , 鹸は 心を補 い ,
甘は腎を補 い , 酸は牌を補い , 苦は肺を補う+ とする理論を述 べ , 凡そ五臓を
助けるもの は皆補と いう こ とが い え , 人参や貴書な どの 薬に限らな い と した｡
こ の 点 は臨床治療に と っ て 大変現実的で指導的な意義をも っ て い る ｡
り こ う
(3). 李呆 (1180- 1251).
李呆は, 字は明之, 晩年に は東垣老人と号した｡ 彼は年少の噴か ら医書を読
む こ と を好み, 張元素 ( 後述) に厚く礼して師と仰ぎ, そ の 知識を悉く得た｡
李呆は元素 の学説を受け継ぎ, 処方や用薬に気味 (薬性には寒熟温涼平の 五気,
- 19-
甘酸般若辛の五味があると した) の 升 (罪) 降や浮沈の配合を大変重視した｡
彼が創製した処方は薬品 の種類が多く, 周量 は少な い ｡
彼は [内経] [難経]59) な どの古典医書を, い ずれも非常に深く研究した｡ そ
の 医学理論は, 皆 [内経]の基礎 の上 に彼の 実践上 の経験を結合して ま と めた
もの で あ る｡ 当時 の社会環境は不安定だ っ た の で , 精神的刺激, 飲食 の不摂生,
生活 の不規則ある い は寒暖不調な どに よ っ て起こ っ た病気が非常に多く, 従 っ
て これら の病気は傷寒を治療する方法で は効果の あが らな い こ と が多か っ た ｡
彼は実践上 の 経験から上述 の病因が人 の元気を損耗せ しめ て内傷を引き起 こす
とし, ｢内傷学説+ を主張した｡
李氏は五臓 (心 ･ 肝 ･ 牌 ･ 胃 ｡
一
腎) 中 の牌, 六肺(大腸 ･ 小腸 ｡ 胆 ･ 胃 ･ 三
焦 (上中下に分かれ消化吸収と大小便の排滑を司る｡ 上焦は胸中に, 中焦は腹 ｡
麟の 上 に , 下焦は牌の下 に位する) ｡ 勝朕) 中の胃が人体 の生理活動上, 最も
枢要で あると見な して ｢牌胃を内傷すると, 看病が生ずる+ と い う説を提起 し
た｡
きずつ け
こ の 説に基 づ い て彼は ｢喜 ･ 怒 ･ 悲 ･ 憂 ｡ 恐 の 五賊 に傷られ, 後に胃の気が
めぐらず, 過労と暴食が これに続くと, 元気が傷られる+ と言い , こ れは精神
的な原因が牌胃の内傷の発症過程で, 先導的な役割を持 つ と説明して い る｡ 従 っ
て彼は, 上中下の 三焦の 元気を区別して補益し, そ れ に よ っ て 牌胃を補すと い
う の を治療法 の原則として い る｡
李氏は, 牌胃を温補する方法を巧み に応用した の で , 後世に彼を ｢補土派]
或 い は ｢温補派+ と い う｡ 彼は治療上に升気 ･ 補気 の重要性を強調 したが , あ
る種 の 状況 の もと で はよく苦寒 ･ 降火 の方法も採用 した｡ こ れは彼が学説上独
特の主張を持 っ て い るか らと い っ て , 決 して ｢排症施治+ の基本原則を粗略に
扱 っ たもの で はな い と い う こ とを示して い る｡
､
附記 . 張元素
張元素, 字は潔古｡ 南宋時代, 河北省易水県 の人 で ある｡ 劉完素と同時代か,
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少し遅い｡ 元素は [内経] の五運六気 の学説や [中腰経]60) な どに フ い て 深く
研究した｡ .彼は ｢ 運気は均しか らず, 古今は軌を同じくしな い ｡ 古 い処方で新
し い病気を治療して も合わな い+ と考え, 当時の気候と患者 の体質な ど の状況
に基づ い て , 臨機応変に薬を使用する こ とを主張し, 臨床上 の現実的な需要に
応えた｡ 一 般的な内科の 雑病の 治療法に つ い て は, 常に先ず臓牌の 虚実を識別
l
する こ とか ら始めた｡ こ の 様 に革新的な精神に富み臓肺の虚実を重視する主張
は, 李呆に大きな啓発を与えた｡
し ゅしん こ う
(4). 朱震亨 (1281 - 1358)
宋震亨, 字 は彦修｡ 元代の漸江省金葦県の人で ある｡ 代々 金華県の丹渓に住
んだ の で丹渓翁と尊称 した｡
丹渓 の 医学の 修行は [内経] を深く研究して得た他, 河間や東垣などの 学術
思想 の影響も非常に大きく, 特 に劉完素 の火熱学説が彼に与えた影響は最も大
きい｡
宋氏 の学問上 の主要な論点は, ｢ 陽有余陰不足論+ で あり こ れは劉氏の火熱
論を更に進めたもの である｡ 劉完素は既 に火熱が病因になる こ と の普遍性と重
要性を指摘したが, 人体が火邪に感じ易い と い う内在の原因に つ い て は, 明確
に述 べ て い な い ｡ 宋氏は上記 の論 に よ っ て こ の 欠点を補 っ た ｡ 彼は [内経]､ に
基 づ い て人身 の ｢火+ が妄動しやす い こ とを論証した｡ 例えば火 の妄動に よ っ
て疾病を発生すると人身の ｢成り難く欠けやす い+ 精血は, 必然的 に焼けて し
まう の で , 養生 の面で ｢金.
｡ 水の 二臓を保養し+ 火の 妄動を避ける手段を考え
るよう繰り返 し指導して い る｡ こ う して医療に際し ｢陰分+ を保養する こ と の
重要性を強調 して い る｡
宋氏は ｢ 滋陰 ･ 降火+ の 剤を巧み に用 い た の で , 後世彼を ｢養陰派+ と呼ぶ
人も い る｡ 彼が創製した越鞠丸(奄木, 香附, 川考, 神曲, く ちな しな ど)や大
補陰丸 (貴柏, 知母 , 熟地黄, 放免板) 又擾玉膏(生地黄, 白瑛苓, 自蜜, 人
秦)な どは臨床上顕著な効果があ っ た の で ,･ 後人 は広く使用 し, 内傷や雑病を
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治療する著名な処方にな っ た ｡ そ の他, 気 ｡ 血 ｡ 疾 ･ 密 の諸病に つ い て も, 多
く の 独創的な見解と豊富な経験を持ち医学上大い に貢献 した｡
彼 は学問上上記 の ような独特の 見解を待 っ た人 で あ る が ,
一 面 に偏 しそ の 他
を否定する の で はなく逆 に排症施治をも強調 し, 具体的な病状に基 づ い て 温補
の処方も用 い た｡
5 . 四 大家説 の普及とそ の限界
=)･ は じめ に
外郎医師ら の 医学理論は, 時代か ら見て十分劉 ･ 張医学や李 ･ 朱医学 の洗礼
を受けて いると考え られの で , こ れ ら の説 の普及 の実態とそ の 限界に触れ て み
た い ｡
中世を通じて中国医学の 指標にな っ た の は, [黄帝内経]と [傷寒論]
61) の 二
つ で あ る｡ [内経]の理論は, 天地陰陽五行から始まり人体 の 五臓六肺と の 相
関 ･ 配当を説く生理 ･ 病理論であり, 大宇宙の 天文 ～ 地文と小宇宙の 人体の 相
関を論じて今日等閑に付されて い る気象医学の 方向をも示唆して い る｡ しか し
一 方個 々 の 患者に接する医師 の立場からすると, [内経] に は診断はあ っ て も
- 般論 に過 ぎず, 薬物処方な ど の 具体的な診療の 手引きに はな らな い ｡ 一 方
[傷寒論] に は五行配当はなく, 三陰三陽 (太陽 ･ 陽明 ･ 小陽 ･ 太陰 ｡ 小陰 ｡
厭陰) も病症 の分類に使われる程度で思弁的理論は無く, 診断 ･ 処方 の 各論に
徹して い る の で理論は ｢法+ と称して [内経]に仰ぎ, 治療は ｢方+ と称して
[傷寒諭]によると いう の が中世 の多くの 医師の や り方であ っ た ｡
従 っ て 臨床医 の指針として は [傷寒諭]の方がず っ と役立ち歓迎されたと思
われるが, 事実は [黄帝内経]の陰陽五行配当の思弁的生理 ･ 病理説が末代の
宋学の性理説(人間の本然 の性は天理そ の も の に合致して い る と い う立場か ら,
ふ え ん は き ょ う
人欲を去 っ て天理 に近 づく こ と が人間の 課題 で あ る とする)に よ っ て 敷桁補強
されて , 金 ･ 元時代の思弁的な李 ･ 朱医学となり五運六気 の大宇宙 の法則が,
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小宇宙の身体治療 の段階ま で支配する学説と して普及した｡ 日本で も室町時代
後期に中国の 李 ｡ 朱医学 の理論を移入し, 後に後世派と呼ばれる大きな涜れが
できる｡
しか し陰陽五行 ･ 運気とは天地 ･ 自然 剃 こ働く法則であり, それを隼物 ｡ ^,
ほ
体 に当て は飲めようとして も無理で ある｡ 古医方 の大家吉益東洞は62) , こ れを
l
｢陰陽は天地の気なり, 医に取ると こ ろ無し+ と明解に断じて い る｡
すな わ ち物質界の 物理学的レベ ル の 陰陽五行 ･ 運気指標と, 人体の解剖形態
学的 レ ベ ル の指標とは全く異なると いう こ と で ある｡
(2). 陰陽五行説と薬効
上記 の よう に 陰陽五行説 は天地 ･ 宇宙の運行を説明する原理 で あ る｡ 一 方病
症 ｡ 病態は千差万別であり, そ れ に対する薬物も正しく博物学的多様性を示す｡
人体 の器官は有限で奉るか ら, 五行と五臓と いうよう に大宇宙と小宇宙的対応
が つ け られるが, 病症やそれに対応する薬物になると無限の 広がりを見せる｡
それ らを分類して表現する に は, と て も陰陽の 二分法や五行 の 五分韓だけで は
すまな い ｡ 陰陽五行的分類が経験によ っ て そ･0 安当性に対する評価を受けると
き, 多様な現象を更に細かく分類する必要が生じ, 陰陽の他に虚実 ｡ 表裏 ･ 寒
熟等の補助的概念や分類概念を導入する に至る｡ それ らを組み合わせる と病症
の表示は益 々 複雑になる｡
い ん けい 括 う し
そ して薬方に お い て もそれに対応して , 引経報使と い っ て 複雑な配当 の され
方をする｡ す な わち人体に.は, 気脈通行の通路になる十二 の 経が あ っ て 薬物は
それぞれ選択的に特殊な経に入るか ら, そ の経の病 に はそ の経に入る薬を用い
なければな らな い と した｡ こ の 説は南宋の 張元素 (前述) の 唱えたもの で , 初
期道三派に遵法された｡ か く して本来物理系の要素的発想で ある陰陽五行思想
が, 博物学的病症 ･ 薬物と接触して そ の 分類原理になる｡ 薬の気味, つ まり五
性 (寒熟温涼平) 五味 (酸苦甘辛戯)､ はそれぞれ五行に配当され, 五臓と の 親
和性が規定された｡
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従 っ て現実に は陰陽五行の 指標はそ の原理 に無理が あり, 医療体系を支配す
るも の で なく , 病気を後か ら意味づけ, 理屈づ ける役割しか果たせず, 治療体
系め上 にそ っ と乗 っ た柔軟支配 に過ぎなか っ た と考え られる｡ こ の ような複雑
で思弁的な医学理論は, 同様に複雑な諸要素に対応する数多く の 薬を使用する
こ と に な る｡ 後世の方で は通例数十味の薬物を混ぜる処方がと られて い る｡ そ
の結果薬効が中和して温和で効果は薄い が , 無難な投薬法 になる｡ す な わ ち方
剤中の薬味が少なけれ ばそ の作用が偏して強く, 多味なる時はそ の作用は緩や
か に して 弱 い と考え られた｡ 外郎医師の 頃の 合薬が多味で ある の は , しば しば
処方を変更しな い物だから で あ る｡ 又 , 投網療法で どれかが 当たると いう考え
方でもあ
■
る ｡ 現在の売薬も同じ考え方に よる ｡
概論として龍野氏63) は ｢わ が国 に お い て は (中世) 陰陽五行説や引経報使等
の説が主 として薬効諭を支配 したため, こ の 象徴主義は人参は人 の形 の も の が
神霊ありとか , 菖蒲根は 一 本に九節あるもの が良い と か , 石決明は九孔と七孔
の物が よく十孔以上 の物は不可とするが如き迷信的俗論と混同されて, 本来の
薬効諭に は大した影響を与え なか っ た+ と して い る｡
実際に江戸初期における医師が どの よう に診断し薬方を決めたか , そ の プ ロ
フ ィ ー ル を窺う資料 の 一 つ と して 浅井了意が寛文5, 6年 (1665) 頃に そ の 頃
の医師の姿を滑稽に措 い た [偲名草子 ｡ 浮世物語]64) を紹介する ｡ 題名は ｢薬
違 い をせ し こ と+ である｡
今は昔, 浮世坊ある在郷に行きて, しか る べ き人の 門に立ち ｢こ れは諸国修
わずら
行の 医師也｡ 何煩 い なりとも, 慈悲 の た め に脈をも取り薬を与 へ , 灸をも点じ
て与ふ べ し+ と いう｡ 折しもそ の 家に こ の 程労る病人 あり｡ さ らばと て 呼び入
れたれば, 両の脈子細らしく取り, 立ち退きて い う やう, ｢凡そ 脈 に浮 ｡ 沈 ･
遅 ･ 革の 四 あり｡ 人の 両の手 に寸 ･ 関 ･ 尺 の 三部, 左右六脈に浮 ･ 沈 ･ 遅 ･ 数
を掛くれば, 六脈 に は 二十四脈 こ れあり｡ こ れを細か に取り分けて, 五臓六府
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の病 の 品々 , 風 ｡ 寒 ｡ 暑 ｡ 湿 ｡ 気 ｡ 血 の 虚実, 内傷 ｡ 外感 の本を正しく して薬
を与ふる に , い づ れ の病も癒 へ ずと い う こ と無し｡ 中にも こ の病は悪寒 ･ 発熱 ･
きんけん
頭痛あり｡ 悪寒とは寒く, 発熱とは熱気の こ と, 頭の 痛み これあり｡ 脈 は緊絃
ぎゃ て い
なれば掲諦と いう煩い なり+ と言ふ｡ 家主聞きて , ｢掲諦と は い か な る名 に て
ぎゃ へ い
は べ る や らん+ と問え ば, ｢ 療の こ と なり+ と言ふ ｡ ｢それは療病と こ そ申せ+0
は ら
｢ 又少し腹も痛み は べ る は婆羅掲諦に て は ペ る か+ と言 へ ば, ｢それも落ちかね
は ら そ うぎゃて い きりぐすり
て 久 しく煩 へ ば, 後に は婆羅憎掲諦65) に なるも の ぞ ｡ 早く載薬を盛りたるが良
こなぐすり とぎゃく
き なり+ と て , 何 は知らず粉薬を与 へ たる に , 飲むより早く吐逆 して , 病人気
そりか へ り う らみ ち
を取り失ひ反張ければ, 浮世坊肝を消し, 閑道より逃げて足 に任せ て落ち行けり｡
6 . 経済的に見た中世医師
平安期及び鎌倉 ･ 南北朝の時代の 医師は, 旧態依然とした和気 ｡ 丹波と い っ
た典薬寮時代 の 医師ある い は憎医に牛耳られ, 医薬の 他に加持 ･ 祈祷のカ に頼
る有様で あ っ た ｡ 医師は当時の 日本で は方技 の徒であり, 官位も従 5位以上に
は登れなか っ た ｡ こ の よう な事情の中で , 方技の徒ならそ れらしく医の 技術を
磨 い て世の中 に出ようとする医師が現れた の は室町時代 (1401 -) か ら である
わめ よ うる い じゅう し ゅう
と思われる｡ [和名類衆集] (931 -
'38･ 我が国最初の分類体漢和辞書) で は,
医は士農工商 の 工 に位置づけられ医術､ 医方は ｢芸能+ であ っ た ｡
少なくとも医の技術で収入を得る よう に な っ た の は, 室町時代からであろう｡
嘉吉2年 (1442) 時 の後花園天皇が廃を病まれた時, 正確 に症状を判断でき･る
医師が無く, 管領畠山氏のお抱え医師下郷 (しもの ごう) が正確に病名を当て ,
針を用 い て病気を治した｡ そ の 時の謝礼は砂金30両であ
･
''た (康官記)55) 0 100
文で米1斗2升買える時代の こ と で ある ｡ 現在 の 金額で約1,000万円 である｡
長享2年 (1488) 時の名医とされた竹田招慶は, 時に宮中に上が っ て そ の謝礼
と して銭2,000匹をしばしば貰 っ て い る｡ こ れは文で は20,000文に なり米1石
650文の 頃で あ る [おゆ どの の 上 の 日記]109)o 現在 の 金額で約300万円で ある｡
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公家で医薬に詳しか っ た山科教言
21)(1328- 1409) は, そ の 頃盛ん に 薬を作
り知人を診て薬を与えて い る｡ 1 回の 薬礼は100文程度である｡
こ こ で は , 金 の多寡を問題 にする の で なく医師がや っ と公的 に 医術で謝礼を
とり自立できるよう に な っ た と い う こ とを指摘して おきた い ｡ 恐 らく こ の 頃の
医師は年間200人程度 の患者を診て銭2,000匹位の収入が あ っ た と考え られる｡
応永3年 (1396)100文で米1斗2升3合が買えた｡ 25石弱 の 収入 で あり, 1
人年間 1石あれば過 ごせる計算で あるから10人家族で も十分生活できた｡ 外郎
の 患者は公家ら上流階級で, 恐 らくは前述 の 竹田氏位 の 収入はあ っ た と考え て
もよ い の で は なか ろうか｡
そ の 一 つ の 例と して京都に祇園会 の山鉾の 一 つ に蝉榔山がある(29頁図参照)130)｡
こ れは ｢とうろうやま+ と読み, 今は それを出す町を蝉城山町注2) と 呼 ん で い
る (28頁地図参照)｡ 増堆とは漢語で ｢か まきり+ を意味する｡ ｢い ぼ じり+ と
も いう｡ こ の 山は応仁の乱を挟ん で祇園会に参加し, [祇園会山ほ こ の こ と]127)
に は, 前祭り に ｢ - , か ま きり山, 四条西洞院と錦小路間+ と出て い る ｡
又 [祇園会山鉾次第]126)明応九年 (1500) に は ｢三番, い ぼ じり山, 錦小路西
洞院, 四条ノ間也,] と出て い る｡ こ れ らの山は , 大体応永 の末 (1420頃) に
できたも の であろうと いう｡ こ の趣向は, [祇園会細記 (1756)]に よると ｢培
地が斧を以て隆車に向ふ ごとし の古 こ と也｡ 蝉蝿作知 らず胎内に 一 物あり, 神
林と云｡ 是を知るもの な し+ とあり, 御所車の 屋根に緑 の大蝉蛾がかぶさり,
羽 をは た はた動かすカ ラ ク リをみせる｡
同書 に よ る江戸時代の意匠は次 の ごとく で あ る｡ ｢ 蝉榔 (も へ ぎ片色 に て 張
屋台の上 - の せ , 手羽車やた い の内より使う) 屋台 (花色 に しき桐に ほうわう
の もよう｡ 四方に小簾｡ 線は紅羅紗｡ あふ ひ か つ ら, あ げま き有｡ 前 の方簾の
上 の所に花色じ ゅ す｡ 雲に鶴 の縫あり｡ 簾まき上げ下に こ ん び ろうど, 竜 立わ
な がえ
･き金糸唐ぬ い , 其上 に 凡帳の ごとき傍真紅等有) 輯 (茶色てうせん錦に て 張る｡
けま ん真紅綱等あり) 出し詣 ( 自ねり) 車 (黒 じ ゅ す｡ え やう白じ ゅ す｡ 失権
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黒塗金も の) 山之縁 (波に千鳥金め っ き彫すか し) 水引 (をり物模様夕が ほ)
幌幕 (五色羅紗) 見送 (地 こ ん びろう ど虎渓 の 図｡ 人形鹿か ら松土橋等あり｡
唐縫紅羅紗金糸竜 の縫)+(29頁図参照)｡ 応仁の乱前, 同 じ山 の 観音山の 修造
に69貰文, 現在 の金額で約700万円かか っ た と い う か ら, 山そ の 物の 建造 に は
数百貫文, 数千万円を要した で あろう｡
と こ ろ で こ の 町に は室町か ら近世に かけて 外郎の 屋敷が あり12岳), 近世初期
の 地図には, 外良ノ町とある｡ 著者の 推測で は始め の 頃こ の ｢外+ を ｢う い+
と読めず ｢と+ と いう人が多く, 従 っ て ｢と ろう+ を ｢とうろう+ と読み替え,
こ れを蝉榔と漢語に し, 外郎が大スポ ン サ ー に な っ て こ の 山が できたと思われ
る｡ 外郎家 の家譜によれば月海常縮か組田 の 時代で , 彼らが い か に 医師と薬で
財をなしたかをうかが い知る こ とが できる｡
7 . まとめ
外郎の開祖陳順租が日本に渡来した の は, 一 族の 陳友諒が明 の大祖に反抗し
て殺されたため である｡ 好安初年 (1368) か ら約20年間, 外郎は医師として
栄えた｡ しか し近世初期に は薬屋に転業した｡ 中興 の 祖飽田は幕府 の医師とな
り法眼を称した｡ 中世 の外国人殊に医薬に関係する人達が, 日本人から高く評
価された こ と が考え られ る｡
外郎医師は, 時代的に中国 の金 ｡ 元 の 医家達か ら影響を受け李 ･朱医学の 洗
礼を受けて い た と思える｡ 彼 らの 医学的思想 の根底をなす陰陽五行説や運気説
は, 物理的な要素還元論で大宇宙を説明する に は有効でも, 人体の 生物学的現
象に当て はめる に は無理がある｡ 従 っ て それ に伴う薬効論は, 現実的に は余り
有効で はなか っ た｡
近世初期の 医師の 活動を, 少し滑稽 で はある が仮名草子 ･ 浮世物語より描写
して み た｡ 一 部の 傑出した医師は別 で あろうが, 多く の 医師は こ の ような状態
であ っ たよう に考え られる｡ 収入は相当あ っ た と推測される｡
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京都関連地図
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第2毒 薬業家と して の外郎
1 . 京外郎の薬業家 へ の転身
京都における外郎は, 16世紀の半ば頃から医師として の 活動を止め薬屋に転
身したよう である｡ こ の 頃か らの 文献に は外郎医師の表現が全く見られず, 近
世初期の [買物調方記] には医師の欄 に外郎がなく, 名薬所と し七の欄に外郎
とうちん香が見られる｡ 外郎末期の 当主 で ある外郎右近に い た っ て は, 蹴球 に
打ち込ん で遠流に な っ た ｡ 家は番頭 に でも任せ て結構繁盛して い たかもしれな
い ｡ 外郎は虎屋と いう薬屋だ っ た ｡
事実こ の 頃か ら [言凝卿記]54) や [多聞院日記]52) に 京都, 奈良, 堺な ど の薬
屋 の 記事が非常に多くなり, 例え ば [ 薙州府志]5) に次の ような記事が見 られ
る｡ ｢ 俗薬品未経坐晴眼胃木薬近世薬店主揮真偽精魔法製而判亥rl 之飾之応需而男
之元離不及医家修治又於草医甚得便中聾所謂見成英之也今所々有之是称成薬屋
又近世市中庶称虎屋藤屋者製丸散之薬而売之庶人得其便+ すなわち薬屋が木
(坐) 薬を医師に替わ っ て, 真偽 ･ 精鹿 (上,･ 中, 下) を見分け製剤する. こ
れ は 一 般の 医師に と っ て大変便利である｡ 尚, 成薬店は, 一 般 に周知 の薬剤を
丸 ･ 散 の形で売 っ て くれ, こ れも庶民に と っ て非常に便利である｡ その薬犀の
名前は虎屋 ｡ 藤屋と いうの が多い とも述 べ て い る ｡
こ れ ら の薬屋 は, 看板薬として例えば透頂香を持ち, 他に50 か ら10方 の製
剤を作 っ て い た ら し い ｡ 生薬を薬種と して売 っ て い た の は当然 である｡ とこ ろ
で高価な人参 ｡ 甘草 ｡ 寮香 ｡ 竜脳 と い っ た生薬はい わ ゆる唐渡り の商品 で , こ
れを扱う唐人は大変歓待された｡ 外郎はそ の意味で有利な立場に い た と思われ
る｡
2 . 狂言 ｡ ｢唐薬+56) に描かれた中国人薬業家のプ ロ フ ィ ー ル
室町期 に医薬に携わる唐人が尊重さ れた例として , 狂言 [唐薬]にそ の 雰囲
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気が良く出て い る の で紹介する ｡ 唐人 に化けて薬種を売り つ け ようとして ばれ
て しま い散 々 の目に合うと いう筋書きである｡
△ シ テ 『こ の 辺りの 者で ござる｡ そ れが し こ と の ほか , 手前ま づ しう ござる
に よ っ て , 他国を い た そうか, た だ し淵川 へ で も身を投げようかと,
と つ お い つ 分別を い たすと こ ろ に , ま た こ こ に常 々 心易う話すも の
が ござる に よ っ て , まず こ れ へ 参 っ て , - 相談 い た して み よう とぞ
ん じて 罷り い で た｡ ま づ い そ い で参ろう と存ずる｡ 何と それが しの
わざわざ参 っ て こ の 訳を申して も, 合点を い たせ ばよう ござるが,
も し承引を い たさ ねばい かが で ござるが , さ りなが らま づあれ へ 参 っ
て面白おか しう申しな い て見ようと存ずる｡ い や行くほ ど に , こ れ
じ ゃ ｡ もの もう｡ 案内もう｡ 宿に おりや るか』
△ ア ト 『表に もの もうとあるが , 案内とはたれぞ｡ も の もうとは』
△ シ テ 『身どもおりやる』
△ ア ト 『そなたな ら案内にお よばぬ｡ 通 ら しませ い で』
△ シ テ 『尤もとうりと思うたれ ども, もし人 でもあれば い か が じ ゃ と思う て
ま づ案内を乞うて おりやる ば』
△ ア ト 『は て さ て , 固 い こ とをい は します｡ 又, 只今は何と思 っ て お りや っ
た ぞ』
･
△ シ テ 『只今参る こ と べ つ の こ と で もおりな い ｡ 我御料も知る とうり, そ れ
が しは こ と の ほか手前不如意におりやるが , そ な た ば よ い こ と で お
りやるか』
△ ア ト 『い や, そ れが しもお しやるとうり, こ と の嘩か貧しう て , な か な か
い と なみもなら ぬ に よ っ て , 我御料 の と こ ろ へ 談合 に い こ う とおも
うと こ ろ へ , 何 とおもう て おりや っ た ぞ ｡ よ い分別 でもおりやるか』
△ シ テ 『よ い分別 の な い でもな し, ま た ある で もな い が , こ こ もと は こ と の
ほか , は し近な に よ っ て , おく へ とうりた い が , 誰か人はな い か』
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△ ア ト 『折節誰もな い ほ どに , 通ら しま せ』
△ シ テ 『それな らば通らうか』
△ ア ト 『ま づ下に とうとおりやれ』
△ シ テ 『心得た』
△ ア ト 『さ て何ぞよ い こ と でもお い や る か』
△ シ テ 『い や , ペ つ に よ い分別もおりな い が, 山ひ と つ あな たに矢田静右衛
門と いう て , 有徳人があるが , 定めて知 っ て おりやろうぞ』
△ ア ト 『なかなか , 静右衛門殿はそれが しは別して 心易うおりやるが , そ れ
が何と したぞ』
△ シ テ 『い や , そ の 静右衛門殿の , こ と の ほか唐薬をほしがるると聞き及う
だが , 定か で おりやるか』
△ ア ト 『なかなか , 常々 医心があ っ て , こ と の ほか唐薬を詮議めさるるが,
そ れが何と したぞ』
△ シ テ 『それ に つ い て , 我御料は こ の間見舞わしましたか』
△ ア ト 『い や い や , 久 しう い か ぬ よ』
△ シ テ 『それな らば 一 段 じゃ ｡ そ なた あれに い きや っ て , こ の 間久しうお見
舞 い申しませ ぬ は, ご存じの如く手前不勝手に ござる に よ っ て ,
､
こ
の 間唐土 で通辞をい た い て お っ て ござれば, 唐薬を商ふ唐人と同船
い た い て , そ の 土 へ 渡 っ て ござる に よ っ て , それ ゆ え久しうお見舞
い申しま しなんだとおしやれ』
△ ア ト 『さう言 い た らば, 定 めて唐薬が自由であろうほどに , ほ し い と仰せ
られうは』
△ シ テ 『さ らば其 の こ と じ ゃ ｡ さう い わせ られうな らば, 一 段の こ と じ ゃ ｡
そ れ が しが唐人にな っ て 日本 の草木をしつ らうて , 唐薬で ござると
いう て , 編 い て 高値 に売 っ て , そ の 値を取 っ て , 我御料と それが し
と , 当所 の住居になるよう に せうと思うが, こ れは何とおり ゃ ろう
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ぞ』
△ ア ト 『こ れはよ い分別ぢ ゃ が , さ りな が ら, そ な た は異国 の も の の 支度が
できま い が , 何 とせうと思わ しますぞ』
△ シ テ 『其 の こ とぢゃ ｡ それ が し の と こ ろ へ ば, 皆お若 い衆 の 寄らせ らるる
に よ っ て 狂 の装束が, 何 なりともおりやる｡ 唐人を掠ふるは, 自由
な こ と でありやるよ』
△ ア ト 『それは 一 段 の こ と ぢゃ . そ れな らば, そ れが し はあれ へ 其 の 訳 を言
わうほどに , そ な た は姿を掃え て と て も こ と に , 唐薬をもし つ らう
て , 待 っ て おりやれ』
△ シテ 『それな らば, それが し は掃え て ま っ て い る ほ どに , 首尾がよくば,
それ が し の方 へ 迎え に来て おくりや れ』
△ ア ト 『なかなか , 迎 え に い こ う ほ どに , 早う行きて拾えさ しませ』
△ シ テ 『心得た』
△ ア ト 『さらば, さ らば』
△ ニ ア ト 『さ て もさ て も, 人 の 分別に は奥 の な い もの で ござる｡ まず , あ れ
へ 参 っ て面白牽か しう申しな い て見ようと存ずる｡ さ りな が ら, 何
と ま こ と に な されうか｡ も し, さうもなければ, そ れが し 一 人の 迷
惑に な る こ とぢゃ が , しか し, 口調法をも っ て申しなそうと存ずる｡
い や , 行くほ どに , こ れぢ ゃ , もの もう｡ 案内もう｡ 御家 に ござり
まするか』
△ ニ ア ト 『表にもの もうとあるが , 誰も出ぬ かや い , 案内とは誰そ｡ も の も
うとは』
△ア ト 『私で ござりまする』
△ ニ ア ト 『い や , 善五郎, 我御料は久しう見えなんだ に よ っ て , 今 日 は人を
もやろう思うと こ ろ へ , 何 と して わせ た ぞ』
△ ア ト 『これは恭う ござりまする ｡ 斯の ぢう久しう参りませ んだは, 子細 が
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ござりまする』
△ ニ アト 『それは い か ような こ と で おりやる』
△ ア ト 『ご存じ の とうり, 私は こ と の ほか手前不勝手に ござりまする に よ っ
て , ふ と思 い 立 っ て , 渡磨い た い て ござる』
△ ニ ア ト 『やあやあ入唐した』
△ ア ト 『なかなか』
(
△ニ ア ト 『そ の ような こ とな らば, お知 らせや らい で ｡ な ん ぞ 一 役用 に立と
うも の をい なう』
△ ア ト 『恭う ござりまする｡ 度々 お世話になりますれば, ま づ , こ の 度 は沙
汰な し に参 っ て ござる』
△ エ ア ト 『それは, 珍 しい と こ ろ へ 行か しましたが , 定め し変わ っ た こ とを
お見や っ た で おりやろうぞ』
△ア ト 『なか なか, ま づ , あ の 方は, 大国で ござりまする』
△ ニ ア ト 『さう, 聞き及うだ』
△ア ト 『さ て服国で ごぎりまする｡ ま た, .あ の方に は, 様 々変わ っ た こ とも
ござる に よ っ て , こ な たをも, お供をして お目に かけた い こ と じ ゃ
と存じ出い て ござる』
△ ニ ア ト 『それは過分 におりやる』
△ ア ト 『さ て , 私もあれ に参? て い た そう こ とが ござりませ ぬ に よ っ て , 過
辞を い た し覚えま して ござれば, 彼の 唐薬を商ふもの と, こ と0)ほ
か懇ろ に なりま して の』
△ ニ ア ト 『ほう』
△ ア ト 『其 の唐人と同船を い た い て 参 っ て ござる』
△ニ ア ト 『これは幸 い な こ とで おりやる｡ そ な たも知るとうり, そ れ が し は
唐薬を集むる に よ っ て何と , ち と求むる こ とは な るま い か』
△ ア ト 『御尤もで ござれども, さ よう の こ と は, ご法度でなりませ ぬ よ』
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△ニ ア ト 『尤もぢ ゃ が, さ り なが ら , 我細料の 働で, 少 しなりとも欲 し い ほ
どに , 世話をして おくりやれ｡ 骨ば惜しま ぬ ぞ』
△ア ト 『それほ ど思し召しませうな らば, 幸 い今日異国 の もの が , 私 の 方 に
参 っ て居りまする に よ っ て , 斯方 へ 連れ て参りませうか』
△ニ ア ト 『それ は 一 段 の こ と ぢ ゃ ｡ 唐薬もほしう, ま た異国のもの をみるも,
珍 し い こ と ぢ ゃ ほ どに , 早う同道 して呉れさ しませ』
△ ア ト 『それな ら只今, 連れ てま い りませう』
△ ニ ア ト 『早う連れて おりやれ｡ ま っ て おる ぞ』
△ アト 『はあ, さ て も嬉し い こ とかな｡ それが しは手前不勝手に ござる に よ っ
て , 今日 は他国を い た そ うか , 明日 は他国を い た そうかと存じて ご
ざると こ ろ に, 権乃丞が参 っ て , よ い , 分別をして ござる に よ っ て ,
あの通に ほしが るる こ と で
`
は ござる｡ な に ほ ど高値にもとめ らるる
で ござろう｡ さ よう に ござれば, 一 幸せ い たす こ とで ござる｡ ま づ,
急 い で 連れて参ろうと存ずる｡ い く ほ どに こ れ ぢ ゃ ｡ な うなラ, 杏
りやるか -』
△ シ テ 『それが しを呼ばしますは, 首尾は何と で おりやるぞ』
△ ア ト 『其 の こ とぢ ゃ ｡ こ と の ほか満足せ られて, 即ち唐薬が ほし い と お っ
し ゃ る ほ どに , 急 い で おりやれ』
△シテ 『それな らば行 こうか』
△ ア ト 『これほそ の まま の異国人でおりやるは｡ さ て , 唐薬 の支度はよう お
りやるか』
△ シテ 『こ れこれ, 即ち こ れ でおりやる』
△ ア ト 『それな らば, そ れが しが持 っ て い こ う ほ ど に , そな た は先に い か し
ませ』
△ シ テ 『い や, 案内者の た め に , 我御料は先に い か し ませ』
△ ア ト 『それならば, 先に行くほ どに , さあ さあ, お りやれおりやれ』
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△ シ テ 『心得た』
△ ア ト 『なう, い うま で はなけれども, 必ず唐音でおりや る｡ 日本 の 言葉を
言わ ぬ よう に さ しませ』
△ シ テ 『さ て, ほ どは遠 い か』
△ア ト 『即ち これぢ ゃ ｡ まず, それ にお待ちやれ』
1
△ シ テ 『心緒た』
△ ア ト 『まお し, ござりまするか』
△ ニ ア ト 『い や , 善五郎が参 っ た そうな｡ おりや っ たか -』
△ ア ト 『只今参 っ て ござる』
△ ニ ア ト 『何と, 異国の人はわせたか』
△ア ト 『其 の お こ と で ござる｡ い や と申したを, 私の い ろ い ろ 口調方をも っ
て ま ん ま と連れてま い っ て ござる』
△ ニ ア ト 『ああら嬉しや｡ こ れ へ おとうりやれ, とお し ゃ れ』
△ ア ト 『畏ま っ て ござる』(唐音に て いう, シ テも同返答)『はあ, こ の 仁で
ござりまする.』
△ ニ ア ト 『初対面に ござる』(シテ, 唐音に て 一 礼する)
△ ニ ア ト 『あれは何と いう こ と でおりやるぞ』
△ ア ト 『御尤もで ござる｡ は じめ て お目に か か っ て , 恭 い と まおす,
一 礼で
ござり･ます る』
△ ニ ア ト 『尤もで こ そお.りやれ｡ さ て , 唐薬をほし い おりやる は』
△ ア ト 『其 の とうりを申しませう｡ (唐音に て シ テ へ いう シ テも同断｡ さ て ,
腰桶の 蓋を空け, 作物を出す)｡ は, 即ち唐薬を差上 ぐる と申さ
れまする｡』
△ ニ ア ト 『なう - , 嬉 しや - ｡ こ れ は い か な こ と｡ なう - ｡ こ れ は唐薬で は
おりな い ぞ』
△ ア ト 『い や唐薬にまが ひ は ござ い ませ ぬ』
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△ ニ ア ト 『い や - , こ れ は 日本 にもある桜 で おりやる｡ それ が しの庭前にも,
たく さんも っ っ て おるが , 何の 役 にも立た ぬ もの で おりやる』
△ ア ト 『はあ, そ れ な らば, 承 っ て み ませう｡ ( 唐音同返答) あれ, ご覧じ
れ い ｡ 唐薬ぢ ゃ と申して , 立腹 い た され ます る』
△ ニ ア ト 『何ほ ど立腹せ られて も, 桜 で おりやるよ』
△ シテ 『い やまおし』
△ ア ト 『ああま をし, 何 こ とを い わせ られるぞ』
△ニ ア ト 『こ れは い か な こ と｡ 只今申した は, まさ しう和言で ござるが , 令
点 の参ら ぬ こ とぢ ゃ ｡ だ ま さ る る こ と で は ござら ぬ ｡ なう
-
, 吃
に ほ どお..L.や っ て も, 桜 にまぎれはな い ぞ』
△ ア ト 『い や , 唐薬で ござりまする』
△ ニ ア ト 『い や , 異国人か らが合点参ら ぬ』
△ シ テ 『何が合点参らぬ』
△ ニ ア ト 『や い , 横着者よ』
△ シ テ 『こ れは何となさるるぞ』
△ ニ ア ト 『何と いう こ とが ある もの か｡ 人た ら し よ』
△ シ テ 『真 っ 平許 い てくだされ い - 』
△ ニ ア ト 『横着者よ｡ 許すま い ぞ -』
当時の 日本人の 唐薬 へ の関心 , 要求の 高さが, こ の 狂言 [唐薬]の中 に浮き
彫りに されて い て興味深い ｡
3
. 京都外部の合薬 (既製薬)
上述 の如く薬屋が で き, 種 々 の合薬 (既成薬,
｢
売薬) が売られる よう に な っ
た ｡ 例えば1 45 4年成立の飯尾永祥の [撮壌集]に載せ た薬剤類, 1484 - 86
年 に記録された [庶軒日録]45) の 薬剤類, 1637年頃に出た [毛吹草]
44) に 記 され
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うかが
た全国に渡る売薬な ど, そ の 盛行ぶりが窺える｡ 外郎もこれら の合薬を, 透頂
香以外に沢山作 っ て売 っ て い た と思われる｡
([撮壌集] の 薬剤)
蘇合香円, 潤体円, 至宝丹, 霊宝丹, 続命湯, 妾活湯, 護命湯, 正気散, 義
禾散, 養牌湯, 洗 々 湯, 理中円, 建中湯, 神稜丹, 活虫円, 排風湯, 香蘇散,
聖散子, 青蕎丸, 寮香丸 沈香円, 地仙丹, 肥児円, 僅々散, 玄兎丹, 三貴円,
金露円, 温白丸, 竹石湯, 益多湯, 六 - 湯, 巣香湯, 平胃散, 勝紅円, 妙香円,
十補湯, 七気湯, 脳磨円, 透頂香, 五臓散, 五噂散, 解毒円, 三稜丸, 自伏散,
阿伽陀円, 人参順気散, 鳥薬順気散, 八宝回春湯, 西州続命湯, 順気木香湯,
十全大補湯, 五香連麹湯, 七味連麹湯, 人参貴書散, 人参養栄湯, 銭氏自戒散,
無比山葵円, 五貯保童円, 者婆万病円, 菟孫子円, 大金飲子, 地黄煎丸, 三 五
七丸, 討梨勤丸, 十脂気散, 驚栗湯｡
([庶軒日録] の薬剤)
胃風湯, 鷺乗場, 回春湯, 嘉禾散, 加減助気散, 加減節気湯, 加減養気湯,
加科松筋湯, 観音応夢散, 者婆寓病円, 克活湯, 駆盛囲, 解毒丸, 牛黄囲, 三
昧囲, 紫金膏, 至宝丹, 十全大補湯, 順気散, 順解散, 潤髄囲, 小続命湯, 助
気湯, 真珠散, 心身散, 星人養臓湯, 生気湯, 清蕉散, 心清囲, 清心五養湯,
仙家混元丹, 蘇合囲, 蘇合香園, 大兎練園, 千葉膏薬, 調気湯, 調中湯, 長命
丸, 通聖散, 織刷湯, 斬疾二陳湯, 人参順気散, 人参清神湯, 人参養衛湯, 敗
毒散, 鉢飯園, 八賓回春湯, 平胃散, 防己湯, 木香流気飲, 流気飲, 龍虎丹,
痢薬救丸｡
([毛吹草] の薬剤)
山城 :洛陽典薬頭 ･ 屠蘇白散, 半井 ･ 龍脳丸, 延寿院 ･ 延齢丹, 施薬院 ･ 牛
黄清心 園, 盛方院 ｡ 鳳髄丹, 竹田 ･ 牛黄囲, 上智院 ･ 蘇香園, 兼康元康 ･ 歯薬,
慶示右 ･ 太乙膏, 慶雲意徳 ｡ 寓応膏, 同茄子薬, 大蛇亮 ･ 産薬, 道正 ･ 解毒,
外郎 ｡ 透頂香. 大和 : 西大寺 ･ 豊 心丹. 河内 : 産薬. 和泉 : 返魂丹, 目薬貝.
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摂津 ‥銭割阿仙薬. 伊賀 ‥ 目薬ニ ケ所. 伊勢 : 久志本
｡ 神仙丸 相模 : 透頂香･
近江 : 混元丹, 天隈 ｡ 膏薬. 紀伊 : 待乳 ｡ 膏薬, 大師夢想
｡ 目薬.
次 に室町期に外郎が扱 っ た薬剤に つ い て考察する｡ しか し大部分 は名称 の み
で, そ の構成薬物及び効能な どの不明なもの が多 い の で , 関連すると思われる
薬剤を挙げそ の出典及び
-
, 二 の 事項 に つ い て 記載し参考に供する○
(1) 霊方丹
こ の薬は応永11年(1404) 明より外郎宗奇が持ち帰り, 幕府の倉中に収めた
24)
｡
関連薬剤 : 霊宝丹.
記載文献 :撮壌集.
関連文献 :和剤局方6
6)巻之 -
I
, ･治諸風
(2) 透頂香 (とうちん こう)
とうちん香五嚢幕府に献上 [長禄2年以来申次記 ･ 長禄2年 (1458)12月27
日 の項]28) ｡ 尚五種芳薬 (食薬 ･ 玉屑丸 ･ 龍寮円 ･ 透頂香 ･ 木香梨片散) が蟻
川親元に進上されて い る [親元日記 ･ 文明13年 (1481) 1月 7 日 の項]
31)
｡ そ
の内容は不明だが, こ れが外郎 の看板薬だ っ た よう で あ る｡ こ の うち透頂香だ
けは成分 ･ 効能共 [湘補家伝預薬集]
67) に 以下の如く記載されて い る｡
成分
阿仙薬 ･ 丁子 ･ 甘草 ･ 自壇 ･ 石膏 ･ 蓬砂 ･ 龍脳 ･ 寮香等で丸薬である｡
効能
一 切頭痛, めま い , たちくらみ , の ぼせ , 歯 の 痛み に付けて妙なり｡
透頂香 の主薬である阿仙薬 (カテキ ュ - ) は , 元 の飲膳大医, 忽思慧が編纂
が い じ ち ゃ
した [飲勝正要]組) に初め て ｢琴児茶+ の 原名 で 収載さ れ た も の で あ る o
が い じ ち ゃ う た で い
該児茶, 鳥夢泥 はカテキ ン の 多 い細茶を竹筒に入れ両端を閉じ, 泥中 で発酵さ
せ重合させ た物で14世紀初期の中国で の 阿仙薬の偽物である｡ こ れ は マ メ科の
ア カ シ ア カ テ キ ュ ー (ペ グ阿仙薬) で あると いう説もある
1)
｡ 元の時代に は
海外と の交渉が盛ん で ベ トナ ム , イ ン ド, ア ラ ビアあたりか ら生薬が沢山入 っ
- 40 -
て きた｡ マ ル コ ｡ ポ ー ロ に よ る とイ ン ド東南部海岸で見かけた多数の中国船舶
がたくさん の薬材を積ん で い た と記載して い る｡
元で も1292年 侶蒜薬物院+ を設けて そ の普及を図 っ た 注4)｡ 日本で 阿仙薬
を主剤に用 い た の は透頂香が最初であるd
普通, 薬用 で用 い る阿仙薬(45真参照)と呼ばれるもの は, ア カネ科のウ ン カ
リ ア ガ ン ビ ー ル の 葉及び若木(45頁参照)の煎汁を煮詰めたもあで そ の 主成分
はカ テ キ ン (3,40%) 及び ア セ ン ヤ ク タ ン ニ ン で あり, どち らもポー+ フ ェ ノ ー
ル化合物である68)｡ 独特 の香気と味を持ち, こ の 生薬は古くなるほ ど爽快 ｡ 美
味に なり値段も違うと いう こ と で ある131) ｡ 阿仙薬 の 偽薬 ･ 百薬煎 の 主剤であ
る五倍子の主成分もガ ロ タ ン ニ ン (ポリ フ ェ ノ ー ル) で , 立体構造 の とり方に
ょ っ て は酸化鉄とかなり複雑で強固な錯体 (キ レ ー ト) を つ く る｡ こ れは後述
の お歯黒の原理 である｡ そ の 化学構造式は, 未だ研究中で確定して い ない と い
う｡ 阿仙薬, 百薬煎は エ キ ス 剤で, 湊方で は膏と呼び固形な い し半固形である｡
関連薬剤 : 透頂散.
関連文献 : 類証普済本革方, 宋代許叔微選. 治 一 切東風.
(3) 食薬
関連薬剤 : 消食散.
関連文献 :和剤局方, 大能進食悦.
(4) 玉屑丸
関連薬剤 : 玉屑膏.
関連文献 : 三園極 - 病苦方, 宋代陳言選. 治五淋溺血
(5) 龍蔚丸
関連薬剤 :龍寮衆聖丹.
関連文献 : 衛生宝監方, 元代羅天益著, 治心牌客熱.
(6) 木香梨片散
関連薬剤 :木香散.
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関連文献 ‥笹類証普済本事方,･一末代. ②大平聖恵方 (992),
⑧和剤局方, 治隔年荊, 血痢.
(7) 潤体円
[庶軒日録 ･ 文明18年 (1486) 3月13日 の 項] に 外郎が中風に潤体円を投与
した とある｡ 関連文献 : 和剤局方, 巻之 - , 治諸風.
(8) 大初快気湯
亀泉集証 に外郎, 大初快気湯を与える [蔭涼軒日録 ･ 長享2年 (1488) 12月
17日 の項] とある｡
関連薬剤 :快気湯.
関連文献 : 和剤局方, 巻之三 , ･治 一 切気疾 .
関連薬剤 : 快気散.
関連文献 : 丹渓心法 (1481) 一 切の気疾, 心腹嘩満, 宿酒不解, 不思飲食を
治す .
(9) 大初平胃散
外郎亀泉集証に こ れを与える [蘭涼軒日録 ･ 延徳2年12月20 日の 項]｡
関連薬剤 : 平胃散.
関連文献 : ①陳言選, 三因極 - 病証方論, 巻之八, 牌胃経虚実塞熟証治.
(1174).
②和剤局方, 巻之三 , 拾 一 切気附, 不思飲食, 心腹脹痛｡
(10) 長命丸
外郎集証 に こ の薬剤を持参 [蔭涼軒日録] 明応元年 (1492) 正月16日 の項]｡
記載文献 :庶軒日録, P37, P123, P 194 に その名称が散見される｡ [おゆ
どの の 上 の 日記] 文明18年7月18 日(1486) に も見られる｡
[盲聾記]69) に よ る と遺志な ど8種 の薬種か らなり, 疲労回復に用 い る｡
関連薬剤 : 長生不老丹.
関連文献 : 中国医学大辞典121), 滋陰, 健勝, 養血 , 補気, 黒髪, 固歯, 延年.
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(ll) 珍珠散
外郎, 三条西実隆に上記 の 目薬を持参 [実隆公記 ･ 永正
■
6年 (1509) 11月19
日 の項]35)｡
関連薬剤 : 真珠散.
関連文献 : ①和剤局方, 巻之六, 治積熱. ②治準縄方, 明代, 治限繋膜, 赤
濫捧痛. ③馬島眼科処方, 室町期.
'
同様実隆に鼻口 に付け年中の疫を防ぐ薬を進呈して い る [実隆公記 ･ 永正 9
年 (1512)5月 5 日 の項]｡ 内容不明｡
外郎被官宇野藤五郎, 中御門宣胤に薫衣香, 蘇香円, 潤体円, 牛黄円, 珍珠散,
透頂香な どを持参 [宣胤卿記 ｡ 永正14年 (1517) 5月 2 日 の項]46) ｡
(12) 薫衣香 (く の え こ う)
種 々 の香料を衣 に焚きしめる香薬｡ あまり に有名であり説明を省く [広辞苑
を参照]｡
(13) 蘇香円
関連薬剤 : 蘇合香丸 .
関連文献 :和剤局方, 結核 ｡ 肺療を治す.
関連薬剤 :蘇合丸.
関連文献 : 洗兎録方 (1247) 騨悪気.
(14) 牛黄円
関連薬剤 : 牛黄丸.
関連文献 :①太平聖恵方 (992). ②小児薬証直訳 (1119). 小児五痛を治す .
(15) 妙香散
最近 の 小田原外郎家伝の 中見出し に こ の薬 の包装がある｡ 昔か ら売 っ て い た
も の で あ ろう｡ 今の 精神安定剤である｡
関連文献 : ①蘇沈良方, 宋代. 沈括著. ②和剤局方, 辰砂妙香散, 治諸虚,
③紹興続添方, 宗代. ④奇効良方, 王荊公妙香散, 明代, 方賢選,
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安神, 閉精, 定心気.
(16) 清心円
[庶軒日録]45) に外郎は熟有る者に清心円を与えた とある ｡
関連薬剤 :清心丸 .
関連文献 : 丹渓心法 (1481), 治諸虚.
4 . まとめ
15世紀末か ら16世紀初頭, 成薬店と いう商売が盛行した｡ 一 般の 医師はそ こ
か ら薬種を買い , 庶民はそ こ で合薬 (既製薬 ･ 売薬) を買 っ た ｡ 外人 (主 に中
国人) め薬屋は特に もて はや された｡ 外郎が処方し, 販売した と思われる薬剤
を列挙し概説した｡
寛正 (1460) から明応 (1500) にか けて [蔭涼軒日録] な どに出て くる外郎
租田ら の薬 の投与例か ら見ると脳梗塞い わゆる中風とか結核, 胃腸の 病気, 情
緒不安定, 目の 病気な どが多い ｡ 又多く の製剤は [和剤局方]に従 っ て造られ
た こ とが わ か る｡ しか し五種芳薬 の如く内容の 良くわか らな い薬もある｡
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第3章 小田原外郎の成立
1 . 戦国期特権商人
戦国時代の特徴として , 経済面で の 飛躍的発展がある｡ 戟国大名は富国 ｡ 強
兵 に つ と め, 金 ｡ 銀の 生産, 特産品 の 販売, 新田 の開発に力を入れて生産力の
増大を図 っ た ｡ 例えば我が国の水田面積は, 室町初期に94万町歩で
■
ぁ っ たもの が,
戦国時代の末の 慶長頃(1596- 1614) に は 一 躍163万町歩に達 したと いう111)0
同時に戦国大名は中央の 京都, 奈良, 堺な どと結ん で鉄砲な ど武
■
器輸入に努
力 した｡ 尚各地 の大名 の 動向, 特に京都の 情報を入れる こ と にも努力を払 っ た｡
こ れ ら時代の要求に応え て登場した の が戦国期 の特権商人である｡ 彼らは免
税 ･ 駅馬 の自由を受ける こ との 引き換え に , 領国内の商人の取締りや町の統制,
中央か ら の情報 ･ 連絡に当たり, 又武器輸入 の仕事に携わ っ た ｡ 関東 ･ 東海で
は今川家 の松木氏や北条家の外郎 ･ 宇野氏, 織 田家の 伊藤.民らが有名である｡
彼ら は半手と称して幾 つ か の大名とも同様の 関係を持 つ の が普通で あり, ⊥ 朝
こ とある時は侍 の身分で働い た｡
2 . 小田原外部の出自に つ い て 一 江川家と の関連 (1)
[外郎家譜]10) に ｢敵田 に子二人あり, 兄 は藤右衛門尉定治, 弟は名前不明,
定治は宇野氏 (宇野七郎親治の 商ゝなり) の義子 であり, 因 っ て氏を改め宇野と
称す+ とある｡ [松窓漫録]18) の 中で 関 修齢は ｢常前の子童形の 時, 将軍義政
命じて大和源氏宇野氏の継とす｡ 後加賀守方治と称す｡ 家伝に, 文亀元年(1501)
前述 の 加賀守方治及び宇野修理進興治が書等を蔵せ しが災に躍ると いう｡ 永正
の初め, 方治の孫藤右衛門定治, 北条早雲に仕え, 小 田原城下に任す+ とい い ,
尚 [小田原北条記] を引用 して ｢透頂香は鎌倉建長寺僧大覚に従 っ て渡来せ し
も の+ と述 べ て い る ｡ [関八州舌戦録] の横島昭武も同様の こ とを言 っ て い る｡
しか し著者は次 の ような理由か ら こ れらの 伝聞が後世に作られたもの で ある と
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推察する｡
1) 阻田の系統を詳しく紹介した [i3雲文集]
3) に宇野方治 の 記載がな い o
2) 同様に , [蔭涼軒日録]
24) に も紹介されて い な い ｡ 3) 閑 修齢らは小田
原外郎に家伝として聞 い て い る が , 経過が家譜 の示す と こ ろ と全然異な り,
[家譜]に信濃性がな い ｡ 4) 方治がまだ生存して い た であろう永正14年5月12
日 (1517) に外郎被官 ( 家僕) 宇野藤五郎 (後 の藤右衛門) な る人物が公家社
会に登場して い る. 同月15日 に は, 中御門宣胤か ら駿河今川家 (宣胤の娘は今
川氏親 の内室) へ の贈り物を預か る と の 記事が ある の で
46) こ の こ ろ は宇野藤
五郎は今川家の御用商人であ っ た と考え られる｡ 5) 享禄4年 (1531) 7月5
日 に は近衛尚通を宇野藤右衛門
･
(定治) が訪問し, 北条氏綱と の連絡をと っ て
い る36) ｡ こ の こ ろ は既 に宇野氏は北条家の 御用商人に な っ て い る ｡ ち な み に
氏綱の 後妻は尚通 の娘である｡ 6) 同年9月13 日伊豆の宇野 の妻女が土産を持 っ
て尚通を訪ね て い る36)｡ 従 っ て こ の とき宇野 の 実家は伊豆 に在 っ た と考え られ
る｡
よ っ て 宇野方治は伊豆の宇野定治の こ と で , 宇野方治説は小田原外郎の創作
で あろうと考えられる ｡
と こ ろ で伊豆 の名家江川家 (宇野) は, 鎌倉時代か ら の家柄 だと いうが
100)
鎌倉幕府 の 正史と見なされる [吾妻鏡]
70) に は宇野も江川も出て こ な い ｡ [小
田原北条記]
14) の 早雲が韮山に茶々 丸を攻めた時 の 記述 に も両方 の名前が出て
こ な い ｡ 著者 の調査 で は [快元僧都記]
71) に天文初年鶴岡八幡宮の造営奉行を
した鵜野筑後入道と いう人物と, 秀吉 の小田原攻城戦で佐野氏忠と水之尾口を
守 っ た宇野某72) だ け である｡ 戸羽山 翰氏は
100) 源為義に 二 子ありと し , そ の
一 人多多良義春が江川荘を領したと いうが , 保元 の乱(1156) で為朝を除い て五
人の子息 は悉く義朝に殺され て い る｡ 江川荘と いう場所も正規 の文献に は見あ
､
た ら 心 ､｡ 韮山城攻防戦における江川曲翰と江川氏の戦 い ぶりな どは文献的に
不明で ある｡ 両家の先祖に つ い て は, 室町期以前で は全く不明である｡ 仲田正之
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[江川坦庵]73) に よ れば, [太平記]74) に 出て くる宇野能登守国頼が19代国俊で
あると いうが , こ こ で の宇野氏は播磨 の国の豪族 ･ 赤松氏の 一 族で , 宇野頼定
の子息 である こ と は専門家の 間で は周知 の こ と で あ る｡ 又, 20代英房とそ の子
治雅は, [長藤記]75) に い う江川入道 ｡ 同新左衛門に当たるとするが , こ れも珂
ごうぞくこんだ し
内 の豪族著田氏の若党である こ と は明白である｡ 尚26代英元が天文6年 (1637)
l
氏綱と共に国府台に里見氏と戦 っ て5000石を拝領したと いうが , 証拠がな い ｡
おだわ らしゅ うし ょりょ うえきち ょう
永禄2年 (1559) 成立とされる [小田原衆所領役帳]76) に も江川 - 30貫文とあ
るだけである ｡ 又 , 千利久が江川家の邸内の [韮山竹] をと っ て花筒を作 っ た
と い う が, 各種文献に江川邸内と いう記述は見られな い ｡ 他に もお万 の方 (家
康の側室) を小田原攻め の 時に , 江川氏が家康に勧めたと いうが , お万 の方は
こ の 時10才程度で幼なすぎる｡ 又, 敵 の大将 に養女を勧める程英吉 (当時の江
川家の主, 52玉江川家譜参照) に余裕があ っ た とも思えな い｡
と こ ろ で江川 ( 宇野) 氏は中世か ら近世初期にかけて有力な酒造家で , そ の
江川酒は有名であ っ た101) . 周知の 如く15, 16世紀は酒造法が非常を､こ進歩した
時期である (三段掛け, 火入れ法な ど)｡ 宇野氏は恐 らく播磨 の 国人で , 北条
早雲が伊豆に入 っ た頃京都(恐らく柳 の酒屋)で その酒造法を習い, 英盛 , 正秀
兄弟 の 頃 (1470 - 1525位), 早雲に臣従 し三島に住んだ人達だと思 われる ､(江
川系図52頁参照)｡ 酒造を行 い なが ら武士として も働き, そ の 息子 (久治- 定
袷)も京都で外郎に被官と して勤め, 我と同時に三島に移住し, 彼 らが居着 い
て ｢宇野+ と いう地名が できたと考えられる｡
そ の 証拠 の 一 つ と し て京都 の本国寺, 三島の本覚寺及び小田原の玉伝寺 (起
立はやはり京本国寺系 の 日伝 一 身延13世) の 日蓮宗総本山身延山で の宿坊は,
覚林坊と い い , 三寺が同宿な の で あ る｡ 京都で働 い て い て 日蓮宗 で あ っ た宇野
氏, 三島に住んだ宇野氏, 大永2年(1522) 玉伝寺を小田原に開い た [外郎文
書]77) 宇野氏が こ こ で繋がる｡ こ の よう に考えればやが て京都の 外郎 の被官杏
や めて , 天文年間北条氏綱に仕えた小田原外郎 (芋野氏) の出自が理解できる｡
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一 方, 江川氏の菩提寺本立寺は, 江川氏が韮山付近に何 らか の 関係が できた頃
旺ん り ゅ うじ
造られたも の で , それ ほ ど年代は古くな い と思われる｡ [本山韮山本立寺誌]
78)
に っ ちよ う
に よれば永正 3年(1506), 僧日澄 に よ っ て 開かれる として い る ｡ 面白い こ と に
日澄は, 京都本国寺か ら出た人で149年, 多分江川英盛, 正秀兄弟の 頼み で 三
島に来て 円明寺を開き, それか ら英盛 に頼まれて本立寺を起立 して い る｡ 推測
を達 しくすれば宇野氏は, 三島に釆て酒造をし, 韮山城 の北条早雲 の頼み で文
亀 一 永正 (1501 -
,
21) の頃に金谷村に屋敷を貰 っ て 移住 し, 酒造 し た とも思
われる｡, ちな み に筋か ら い えば本立寺は京都本国寺末で ある ｡ 宇野 の 息子 の 方
は, 北条氏綱に従 っ て虎屋外郎として 小田原に住み着 い た｡
次に外郎 ･ 江川両宇野氏が住ん だ三島神領 (52頁参照) に つ い て考察する｡
[吾妻鏡]7
0) に 治承4年 (1180) 10月源頼朝三島社に御園, 川原谷, 長崎 の 三
邑を寄せ, 又元暦2年 (1185)4月糠田郷を付加すると の記述が ある｡ [小田原
衆所領役帳]76) には, 又 三島領78貰文とある｡ 徳川家康は, 文禄3年(1594) と慶
長9年(1604) の 2度に亘 っ て ⊥ 丁田, 沢他 事原, 河原ケ6, 社家玉村において530
石の田録を付した [増訂豆州志稿]
80)
｡
ず し ゅう み しま ご しん り ょ う う の おなわうちみずちょう かん がわ
東大資料編纂所々蔵の [亘州三嶋御神領宇野御縄打水帳], [豆州三嶋御神領神川
か こ
御縄打水帳], [豆州三嶋御神領賀古御糸野丁水帳] (文禄3年(1594)7月)に そ れぞれ
田畑11町3反5畝15歩, 1B町, B町9反が記載されて おり, 帳末に330石の記載が
ある｡ 検地代官は, 伊奈熊蔵 矢野五郎兵衛尉, 江川民部丞 彦坂小刑部代である｡
こ れを今の土地に当て はめれば, 宇野は串原から岩崎の辺, 神川は神川か ら天神原
にかけて , 賀古は賀古川 ･ 河原ケ谷から祇園原にかけて であるよう に思われる (52
頁地図参照)｡ この こ とが三島市史な どに出でて こ な い の は どういう訳で あろうか｡
[三島町誌]102) によると, 中世の東海道は黄瀬川の宿を経て伏見新宿を通り, 若宮
八幡辺より小浜を経て - 町田に抜け元山中に至 っ たと して い る｡ こ の 当時 の 三島宿
は三島大社の北側にあり今の宿場町と異な っ て い た と思われる｡ こ れらが事実とす
ると御神領の宇野は中世の 三島宿の中心 に当たり, そ こ に酒屋があ っ て も不思議で
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はな い ｡ そ して , 江川家は京都からこ の 宇野に移住したもの と して嘩解できる｡ 又
外郎の宇野もこ こ に京都から移 っ て来たもの と考えられる｡ 療局両者は, 三島神領 ｡
宇野に土着した宇野親子であると思われる｡ 親は北条草書に仕え, 子は北条氏綱に
仕えた｡ ちなみ に早雲は畿内の多く の職人を粟国に招き, 自分の居城 ･ 韮山城の近
くに住まわせて い る｡ そ の中に は製材師, 鍛冶, 石切, 皮革職人, 螺細師, 刀の鐸
節, 縫物師, 金銀細工師, 唐俸師, 紙漉などがある76) ｡ 宇野親子 の様に酒造家, 薬
屋がいても少しも不思議ではない ｡
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3 . 小田原外部の出自に つ い て 一 江川家と の関連 (2)
江川系図( 寛政重修家譜)
79)代 々 太郎左衛門を名乗 るo
英盛
( - 1520)
正秀
(兄弟で, 酒造する)
英景
(- 1532)よ(宇野孫五郎)
外郎被官 * 宇野 定 治
英元
(- 1561)
親久(宇野藤四郎)
英吉
(- 1627)
英長 …
( - 1632)
某(宇野源四郎)
癖種(宇野源左衛門) 女子, 水戸家の 臣江川伊右衛門吉久の 妻
* 宇野 家治 * うい ろうや 伊右衛門
養女, 徳川家康の側室(養珠院)
#7:;
&
6盃
英利 英嘩 英勝
i (- 1665) (- 1704) (- 1731)
女子(宇野藤右衝門親行の妻)
*宇野英治
小田原外郎系図(外郎家譜)
10)代 々宇野藤右衛門を名乗るo
*推定
定治(久治)
一 家治(親種) - 吉治
( - 156) (- 1582) (- 1613)
光治 一 英治(難行)
- 相治
(- 1639) (- 1670)
三島神領の 分布
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江川 (宇野) 家か ら小田原外郎 (宇野) 家が発生した の は [江川家譜]
79) に
よれば江川英景 (天文元年 - 1532死す)か ら江川英元 (永正 9年 - 1512より永
禄4年 - 1561) の代, す なわち永正年間 (1500年代) から天正年間 (1600年代)
の100年の間である と思われる｡ しか し寛永頃(1640位) -英利 の 妹が宇野藤右
衛門親行に嫁して い る｡ 以下 に小田原外郎の 家譜に沿 っ て宇野定治か ら英治迄
の 略伝を述 べ る｡
■
(1) 宇野完治 (- 1556)
江川英景の 弟 ｡ 宇野久治に擬せ られる｡ 永正 か ら弘治にかけ, 外郎の被官と
して , 又今川家, 北条家の御用商人として活躍し, 松山筋を領した76) ｡ [外郎
家譜]10) に よ れば大永3年 (1523) 右京亮 (律令制官庁の次官) に任官したと
いうが , 北条氏綱が これより遅く天文年間朝廷に金品を提供して左京大夫 (律
令制官庁の長官) に任官された こ とを考えると信じがた い ｡ 寧ろ氏綱から享禄
3年 (1530) 諸役免除の判物を得たと いう こ と の方が とおりやす い ｡
(2) 宇野家治 (- 1582)
家治 (源左衛門, 源十郎) は武州今成郷を領した76) ｡ こ の 人 は江川英元 の
兄弟, 宇野源左衛門親種で あろうと思われる｡
(3) 宇野富治 (- 1613)
親種 の子が富治 (源十郎, 圃五郎) で , 小 田原の今宿町奉行となる112)｡ 永禄
6年7月 (1563) 氏康は諸役免除の証を与え, 又常に伝馬三匹を賜 い , 駿河の
今川氏 甲斐 の小山田氏も.駅馬を給した｡ う い ろうを古河公方 (足利藤氏)･ に
献 じて い る｡
(4) 宇野光治 (- 1639)
次が光治で藤八郎とも いう｡ 武州荏原郡高幡郷 (1580), 上野新田領(1586),
館林田島郷 (1587) を領す｡ 天正 4年 (1576) 日光における透項香独占販買権
を得る｡ 侍 の身分をも つ 完全な中世 の特権商人で ある｡ 天正18年 (1590) 秀吉
小田原攻め の 時, 北条氏忠と水之尾口を守 っ た宇野某と い う の は こ の藤八郎光
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治だと思われる｡
(5) 宇野英治 (- 1670)
光治の 子は英治で ある｡ こ の 人 が最後に江川家より嫁 (英利の 妹) を迎えた
宇野藤右衛門親行で あろう｡ 尚天文中期(1540頃)上杉憲政に近 づ き, 天正 3年
(1575) 武田家に移り, 上州松井田 に居を構えた外郎源七郎は江川英元 の 弟親
久で天正 8年 (1580) そ の 後を継 い だ の は, 先述 の ご とく, そ の 弟親種
84)で あ
る｡ 松井田外郎 の子孫は親久 の系統で あろう｡ 外郎 の
一 族に は武田 に仕える者
も多く, そ の 一 人が武田滅亡後禅定院日心と祢して甲州奈良田に外郎寺 (天正10
年 - 1582創立) を建て たと思われる , 当時奈良田は, 甲州か ら伊奈, 高遠 に通
ずる要所で あ っ た (西山村村誌)｡
そ の後外郎 (宇野) 家が京都本家と分かれ (もとより北条家の特権商人であ っ
た が) 完全 に小田原外郎と して成立 した の は , [小田原北条記]
14' (1673) に い
う とおり, 氏綱の 頃小泉なる町奉行が推賞して取り上げられたもの で (1520頃),
外郎 (宇野) は こ の 時代か ら, 虎屋と いう薬屋 として小田原に定着したもの と
思われる｡ そ れ以前小田原は全く の寒村で , 氏綱, 氏康 の 頃か ら城下町 の 形を
な した の で ある82)｡ 小泉(意春) なる代官は中伊豆 の 式内社軽野神社の 天文11
年 (1542) の 上梁文に で てくる [増訂豆州志稿]
80'
｡ 上記 の こ と ば [ 東海道名
所図絵]81) 秋里藤島 (1797) や, [貞文雄記]
17) (1843) な どに も いう と こ ろ で
ある｡
な お小田原外郎家の 家宝 に , 古瓶が ある と い う [書か れな い 郷土史]
83)が ,
こ れが酒壷ならば近世始め に酒屋をして い た江川家と の 関連を知る上 で興味深
く, 今後 の検討が待たれる｡
4 . 補論 ･ 江川伊右衛門の こ と
江川家譜によれば英長 (- 1632) の妹が水戸家 の 臣江川伊右衛門に嫁して い
るが , 寛文規式帳115) (寛文9年1669成立 ･ 水戸家家臣帳) に 江川 の 名前が な
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い ｡ と こ ろ で [二川随筆]113)に貞享年中 (1684 -
'
87) 大磯の鴫立沢 に立 ち寄 っ
た と こ ろ , 80ばかりの 憎が い て若い時成田左馬助に仕えたが (下野鳥山を領し
た成田家は元和8年 ｡ 1662廃絶)116)それ より浮世を捨て こ こ に庵を結ぶとある｡
こ の 人は姓は橋本, 小 田原 の 人で寛文初年大磯に隠棲し西行遺跡を復興, 孤峰
崇雪と名乗り, 貞享3年 (1686) 没 した｡
こ の庵を元緑頃の俳人大淀三千風が譲り受けた時の小田原よりの書状114)と魔
の什物を引き継い だ折 の受領証がある｡
請取申什物之寛
一 雅章卿御短冊 壱枚
- 西行画像 壱軸
- 沢庵筆 壱軸
右三色確カ ニ 請取申候ため其如此候
元緑八年
亥五月十二 日 三千風印
う い[コロや
伊右衛門殿
こ の ｢ うい口□や+ とは, 完全 に ｢ うい ろうや+ と読める｡ 伊右衛門峠, 小
田原外郎に関係があ っ た もの と考え られる｡ 又 こ の人は年格好から正しく江川
家の 江川伊右衛門だと思える｡_そ の 証拠として 三千風は談林派の俳人 で ある が,
それ ほ ど著名ではな い の車こ江川家の 英嘩 (- 1704) と英勝 ( 初英隆- 1731) が
彼に師事し, 漢詩や和歌を三千風 の著書 ｡ 倭漠田鳥集巻之上 に寄せ て い る
117)
0
古 へ の 秋の 哀れはしられけり鴫立沢 の けふ の 夕暮 豆州韮山江川氏 英嘩
文車の く ハ ら めく音に鴫たたん 豆州韮山江川氏 英隆
鴫立輿秋暮 成 浮雲墜眼眼拓 流氷 一 身軽 巳道西行跡 今矢 船 誰故
呼子鳥 只有答松声 江戸上 島 . 英勝
こ の本に は当時有名な遊女
" あ げまき･
”
,
"小 む らさ き ” ら も投稿して おり割
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合庶民的なも の で ある｡ こ れか ら見て も江川家 ｡ 外郎の結び つ き は こ の 頃ま で
続い て い た と思われる｡
尚飛鳥井雅章卿がう い ろうや伊右衛門の所 に寄 っ た と いう こ と ば, 小田原外
郎は京都外郎と何 の 関係もな い こ とを示し て い る (52頁江川系図参照)o
5 . まとめ
小田原外郎は, 京都外郎の系統で はなく三島御神領 の 宇野と いう場所か ら出
た北条家 の特権商人で ある｡ しか も幕末有名な江川代官の宇野氏と同根である｡
両者は16世紀か ら17世紀に亘 っ て分離した｡ 江川氏は中
･ 近世 に かけて著名な
酒造家で あ っ た ｡ こ の 当時の江川家は侍と い うより商人である o
小田原外郎は, 初め か ら医師でなく, 数 々 の 合薬をも っ て 小 田原で商売した
薬屋で あり, 本家と同じく虎屋 と いう名前を名乗 っ た よう である｡ 外郎は関束
地方で広く商売をした｡ 当然北条家 の認可の もと , 各大名に も自由に通行を許
され中央と の情報交換と種 々 の物産売昆 殊に武器の確保に活躍した｡ 本章で
は, 小 田原外郎の出自に関して史実を踏まえ て新し い見解を示し, そ れが京都
外郎 の系統で なく伊豆 の 三島御神領の 宇野と いう土地 の出身である こ と の推論
を試みた｡
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第4章 江戸期の外部に つ い て
1 . 江戸期の外部
小田原外郎 の特徴は末期 の京都本家 (戦国末期に は虎屋と称し成薬屋とし
て透項香を始め種 々 の薬を売 っ た) と同じく, 当初から虎屋と称し種々 の薬を
1
扱 っ た ｡ 戦国末期には透頂香が有名になり, 小 田原外郎は最初から医師でなく,
単な る売薬屋 で通した で あろうと思われる｡ 外郎は種 々 の合薬を売 っ て い たが北
条氏綱に透項香を, 口臭を除き, 眠気を去り, 生命を延 べ る妙薬と勧めて い る14) ｡
当時 , 透頂香 の主要成分である阿仙薬, 蔚香, 竜脳 な どの薬は商人で あれば
容易に手に入るも の で , 透頂香に似た薬が透頂香として よく出まわる の が実情
であ っ た ｡ 戦国期 ｡ 江戸期で は 一 般に薬業家は他人の薬を請け売りせず, 成薬
屋 は何れの薬店で も?0方か ら100方位の 有名公知 の 売薬を自製し て販売して い
たか ら, 一 層こ の傾向は強か っ た と思える｡ 成書として [家伝預薬集]85) があり,
そ の製造は簡単である｡ 事実, 1637年に出版された [毛吹草]44) な
ー
る俳語の書
に山城 (京都)の名物に ｢外郎ノ透項香+ とあるが, 相模 (神奈川県) の名産
に は唯, ｢透頂香+ とだけある｡ 又大阪立売堀に ｢外郎とうちん こう+ の店が
ある (1670) [諸国買物調方記]86)｡ 又 , 例えば常陸 の 佐竹家 の 大和田重清
と いう侍が, 文禄2年 (1593) 名護屋に出張した折, 長崎で こ れ ら透項香の 成
分の薬を容易に求め て い る [水戸市史]87)｡ こ の よう な例が全国に沢山あ っ た
の で はな い か と考え られる｡
う い ろうの贋薬 (原料が偽物な の か, 処方が違う の か明白でな い) が多か っ
た の で , 寛永19年 (1642) 小田原外郎家の軒下に [う い ろう] なる看版を出し
たと いう｡ 尚, 領主 の稲葉氏は秀治 の 頃, 慶安5年 (1652) 禁令を下して港内
の外郎の製造販売をやめさせ て い る が , 実際に効果があ っ た の か どうかうかが
い知る こ と ば できな い ｡
元禄元年 (1688) には再び贋薬が出て 時の領主大久保氏も禁令を出して い る｡
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外郎は, 侍 の身分を失 っ た あとも幕藩体制下で小 田原18町 の 宿老と して給米杏
貰 い , 藩 の 特権的薬商人で あり続けた｡ 町 の 統制と商権 の大き い こ ともあり,
江川家 の応援もあ っ た た め と思われる｡ 又, 運上金 の 効果もあ っ た ｡ こ の 頃に
は京都の外郎本家の方が衰亡 し て い たか ら小田原外郎は, 外郎 の名を欲し い ま
ま に できた｡ 元禄7年 (1694), 8年と外郎は将軍 に大久保氏を通 じて 透頂香
を献じ喜ばれたと いう｡ そ の後, 上州 に お い て も行商 の 便をはか っ て 貰 っ た
[外郎家譜]10)｡ 今で も群馬県 の野良犬と いうと こ ろ で外郎透項香を売 っ て い る
店があるが , そ の名残りであろう｡
-
諏訪市 にも, 外郎座なる地名が ある｡ 以上
の よう に , 全国各地 に行商の 名残りがある｡ 英治 の子宇野相冶は薙髪して意仙
と称したo そ の後意庵, 箱庵,
一
以春, 善甫, 以春 (1814年没), 以珊 (1832年
没), 鉄丸 藤三郎, 清 一 郎, 省三 と続き, 相治以来, 町 の 宿老を勤め て い る
[小田原の う い ろう]BB) 0
小 田原落城以後の 文献に よれば, 寛永7年 (1630) 9月 3 日相州当麻村市祭
り が 行 わ れ , う い ろ う 若衆21人 が 参 加 し て い る 様 子 が う か が え る
勝 者89) ｡ 万治2年 (1659) 以降仮名草子 [東海道名所記]90) が出
版されたが こ こ に ｢宿の 右の方にう い ろうあり+ と の記述があるが, こ れ以前 の
道中記二種 に はう い ろう の記事がな い ｡ 寛永か ら万治にかけて の20年間に店の新
築資金が できた の で あ ろう｡ 又 , 貞享 2年 (1685) の 文献 [稲葉家引送書]
91)
に宿老外郎藤左衛門の名が見え る｡
小 田原外郎は宣伝に巧み で享保3年 (1718) 二代目団十郎に芝居狂言 [若緑
せ り ふ
勢曽我] を上演した時, 外郎売りの姿をさせ透頂香の 由来と効能を連ねた台詞
を早°舌, ね じり文句で とうとう と述 べ さ せ , 観客を驚かせ た｡ 単な る清涼 ｡
整腸剤を, 口中の清涼感を利用 して 口臭をなく し, 声をよく し, 舌の 廻りを良
くする, と い う フ レ ー ズ に変え民衆の習慣性を作り出す技法は極め て巧妙な宣
伝方法で ある｡ と い う の は, こ の 宣伝に より ベ テ ル ･ チ エ - イ ン グ (透頂香 の
主成分 である阿仙薬は, 古来 マ レ - 系民族に より噂好料とされ て い た ウ ン カ リ
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ア カ テ キ ュ ー , す な わちガ ン ビ ー ル (Ga mbir) と称する植物 の タ ン ニ ン 性
エ キ ス で , こ れを石灰乳とまぜ穣榔子 の 種子 (ベ テ ル ナ ッ ツ と言 い ヤ シ科の ア
レカ カ テ キ ュ ー ) の 切片に塗り, キ ン マ (pepe rbetlel L.) の葉で包ん で 岨
曝する風習がある) の 習慣が68) 南方系人種に そ の 起源134) の ある 日本人 の 外郎
好きを強く定着させた｡ 又早 口 で健舌の せりふは, 外郎が唐渡り の発音の 妙薬
で ある と強く印象づけた｡
■
[戦国期職人の系譜] の中で , 所 喜夫氏は外郎の行商台詞が, 中世以来の
下層芸能集団 の 口承文芸と結び つ き 二代目団十郎がそれを芸術の域 に ま で高め
たと して い る [外郎売考]92) ｡ 江戸に は, う い ろう の売薬屋と し て元禄頃本町
の益田隠居, ばくろ町 の香具屋伝兵衛, 山田屋伊兵衛, 横山町の大和屋加兵衛,
大和屋市兵衛な どがみえる [続江戸砂子温故名跡志]9a) が , こ れ ら の 売薬屋 の
う い ろうが小田原外郎の取り次ぎか, 自製の もの か ば明白で はな い ｡
李時珍の [本草綱目 - 1590] に出て くる五倍子の 入 っ た中国製百薬煎121) あ
る い は唐百薬煎をサ ル ホ (猿胞)と いう｡ 一 部の 阿仙薬製剤には猿胞を入れた
も の があり値段が安 い中ら であろう｡
中世か ら幕末ま で延齢丹, 千金丹, 万金丹, 錦袋円な どで阿仙薬が使われ,
上野の錦袋円な どは6年間で3,00両 の 利益があ っ た と い わ れ る122)｡ 現車の 金
額で 3億円弱で ある｡ い か に こ れら の 製剤が好まれたかが推察される｡
ちな み に錦袋円でも初期の こ ろ , 猿胞が使われてい た
125)
｡ 又 , 透頂香にも -
部猿胞が使われた67) ｡
特記す べ き は元禄4年 (1691) ドイ ツ人ケ ン ペ ル が江戸 へ 向かう途中小田原
でう い ろうを見 て次の よう に述 べ て い る [日本記事訳抄]94) ｡ ｢コ ノ 地 ハ 香気
ア ル 阿仙薬ラ ル ラ ジ ャポ ニ カノ生産アリ｡ 彼等 ハ 是 ヲ丸薬, 小サ キ偶像, 花,
或 - 其他種 々 ノ 形 二 造 り美シ キ小箱ノ 中 二 入 レテ売品 トナ セ リ｡ 此売品 - 特 二
婦人 二 愛用 セ ラ ル是 レ其ノ 歯ヲ堅ク シ , 呼吸 ヲ爽快ナラ シ ム ル タメ ナ リ, 此 ノ
濃厚ナ ル液汁 - 最初素地ノ マ マ 支那人又和蘭人 ニ ヨ リ 日本 こ 輸入 セ ラ レ京都又
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ヮ小田原 二 於テ コ レ ニ 洗拍, ボルネ オ ノ樟脳及 ビ其他ノ諸品ヲ混 ジテ精製セ ラ
レ
, 後彼等ワ コ レヲ男 フ テ, 再度他 へ輸出セ リ+｡
尚小田原の郷土史家, 片岡永左衛門氏は次の よ う に述 べ て い る , ｢ 是ハ 透項
香ナ ラ ン ｡ 当時 ハ 丸薬ノミナラズ花外郎卜称 シ , 四方形, 方形, 凹凸ノ ア ル形,
板形ナ ド ニ 金銀箔ヲ飾りク ル モ有りクリ｡+ 古い訳文を使 っ た の は上記片岡氏
の指摘に注目したから で ある｡
■
訳者の 間違 い で あ ろうが ラ ル ラ ヤポ ニ カ は
"
日本ク ス ノ キ
”
の こ と で , ケ
ン ペ ル は テ ル ラ ヤポ ニ カをラ ル ラ ヤポ ニ カ と言 い違 っ て い る と考えられる｡
なぜ な ら樟か らは阿仙薬は採れな い ｡ 又 ケ ン ペ ル の い う琉拍は, 電挺香 (抹香
鯨の腹部に できる結石 : Amber gris) すなわち, ｢匂い の 王者+ と い わ れ て い
る物の こ と で あ ろう｡ こ れを小量混ぜ ると , 非常に良 い匂 い がする｡ ボルネオ
産樟脳は竜脳の こ と と思われる｡ 竜脳 の代用薬と して は片脳 ( 精製樟脳) が使
われた｡
最近 の 訳文 (ケ ン ペ ル 一 斉藤 信訳 : 江戸参府旅行日記, 束洋文庫303, 辛
凡社 (197))によると , 次 の ような表現にな っ て い る ｡ ｢こ こ で特番り の 高い
阿仙薬を製造 し, そ れを丸薬や人型 ｡ 花型な ど い ろ い ろ の形に して , 小さ な箱
に入れて売る の である｡ そ の薬は歯 の ぐらぐらする の をなおすと共に , 口 か ら
良 い香りが出る の で , 特に婦人は毎日それを飲む ｡ オ ラ ン ダ人や中国人 は こ の
煮 つ め た液を原料 のまま 日本に送り, 京都や小田原で精製し, ア ン プラ (芳香
を放 つ 興奮剤) や竜脳 (樟脳の 一 種) やそ の他 の も の を調合し て , それを再び
仕入れて 輸出する｡+
花外郎 ･ 透頂香に はより強 い抗菌力の あ る, 例えば蘇芳 の ような生薬も使わ
れたと思われる121)0
ケ ン ペ ル95)は, 日本か ら の 貿易品目中に阿仙薬があり, それをCate cbu ode r
Japanische n Erdeと し, 後者を 一 般に 日本泥と称 しTe r r aJapo nica と い う と
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して い る (そ もそもヤ ー パ ン とか , ヤ ポ ニ カ とか い われる薬は輸入品の 日本で
の精製物とも い え る が , 和製阿仙薬の可能性も否定できな
■
い)｡ 元来古くか ら
日本で も中国でも五倍子を主剤とした百薬煎の 出回 っ た の もそ の 一 例であ る｡
江戸初期 (1637) の [毛吹草]44)に , 摂津 の 産物と して 銭剖阿仙薬 (恐 らく百
薬煎) が出て い る ｡ 近年で も束イ ン ド, 中国, 東南ア ジア , オ セ ア ニ ア で もべ
1
テ ル ･ チ エ ∵ イ ングは盛ん で小泉栄次郎の [和漢薬考]96) に よ れば, 阿仙薬 の こ
とをベ テ ル の もう ひ と つ の 主要生薬接榔子 の 字をと っ て接榔膏 (和製阿仙薬)
ともい っ て い る ｡ 小泉氏は, こ の 偽薬は薬舗菊屋, 堺の酢屋, 日野屋な どで造
り, 主 た る製法は五倍子に紅茶 の朱を和し, 蕨粉に て煉ると して い る｡
こ こ で 重要な の は, 小 田原で も和製阿仙薬を造 っ た可能性があり, ケ ン ペ ル
の い う ように こ こ か ら輸出して い た と い う事実である｡ だ い た い 日本に は, お
歯黒 ｡ か ね の成分と して五倍子が使われ男女を問わず平安期末期か ら江戸初期
ま で用 い られ, 江戸期からは女子 の み に 限られた (染歯の習慣は, 東南ア ジア
で はイ ン ドネ シ ア な どに残 っ て い る 一 平凡社大百科辞典
" か ね ” の項)｡ こ の 人
達 の歯望めと, お歯黒独特 の 口臭を除くため に室町 ･ 戦国期か ら, 前述 の小田
原 の郷土史家, 片岡永左衛門氏が指摘するよう に方形, 板形等 のう い ろうが大
い に使われ, こ れが外郎餅 の原形にな っ た と思われる｡ すな わち薬 の丸薬の外
郎 ｡ 透頂香と, 芳香性岨噂剤の花外郎 ･ 透頂香の両方があ っ た と思われる｡ そ
の 証拠 に17世紀末遠藤元理 は ｢ 百薬煎, 即ち和製阿仙薬｡ 一 種泉州境に て製す
る者あり｡ 是は透頂香に合する許りなり, 薬に用う べ か らず+ とし主剤を薬用
と (恐らく) 岨噛剤とを区別して考え て い る よう で あ る
118)
｡
又, 古く は天正 4年 (1576) 宇野富治宛て の 二荒山神社の 別当か ら の切紙が
あり, 次の ような文言がある112)｡
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昌忠讃文
嘗山日光町中外郎之丸薬, 其方
一 人之外商売不可有之候, 若其方之外 ニ ,
外郎之丸薬等商売致之仁候者, 宿以下迄断而可申付候, 為後日以
一 筆相定候,
仇如件,
天正四年拾月十三 日
宇野藤右衛門尉殿 呂忠 (花押)
こ の よう に外郎の丸薬と念をおして おり, 四方形や板形 の 花外郎は別 ですよ
と言 っ て い る の だ と思う｡
頂 (い た だき) の出口は咽喉で あり, 喉か ら薫風が出るか ら透頂香で ある｡
阿1n #,
･
そ の 和製 の物は こう して使われた｡ 当然底辺 に は ベ テ ル ･ チ エ
- イ ン
グの 習慣性が あ っ た ｡ 透頂香 (丸薬) , 又は花外郎は, 江戸後期には マ ニ ュ フ ァ
ク チ ャ - (工場制手工業) の 段階に入 っ た と して 良 い ｡ 著者 の計算に よれば享
保15年 (1730)に オ ラ ン ダ船 に よ っ て輸入された阿仙薬は7･6 トン に も及ぶ
1)
｡
阿仙薬製剤 へ の使用 (ウ ン カ リ ア ガ ン ビ
ー ル) , 東南 ア ジ ア へ の 噂好性岨噛
剤 へ の精製 ･ 加工 , そ の 再輸出, 精製薬品 の 西欧 へ の 輸出, 染色剤 へ の 応用が
そ の ような結果と して現われた｡ 江戸期に は薬用の他に赤茶色 の染色 に , 灰汁
を媒染剤と して ア カ シ ア カ テ キ ュ ー が 多用され, 使用量が増えた点も挙げて
よ い ｡
2 . 補論 ･ お歯黒と五倍子 (和製阿仙薬)
お歯黒とは , 読ん で字の 如し で歯を黒く染める こ と, 鉄片を茶の 汁または酢
の 中に浸 して酸化させた褐色 ･ 悪臭の 液 (かね) に , 五倍子 (ふし) の 粉を つ
けて歯 に付ける｡ 五倍子タン ニ ン が鉄とキ レ ー トを作りそれが歯に固着すると
思われる｡ 古く上流婦人の 間に起 こ り, 白河院頃 (1096) か ら公家, 武士な ど
･ 男子も行 い , 後に民間に も流行して , 老若男女, 武士 , 憎呂, 官陸, 町人ま で
が染歯をした｡ 江戸時代に は結婚した婦人は全 て お歯黒をした｡ 中世関束の 侍
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もこ ぞ っ て こ れをしたと いう｡
三浦浄心 の [北条五代記]119)に よ る と ｢賢臣二 君に仕えず｡ 黒色 へ ん ぜざる
もて 鉄渠 (かね) とすと い ひて , 侍た る人は, 老若共に歯黒をし給ひぬ ｡ 山海
経に云東海黒歯国あり｡ そ の 俗, 婦人, 歯 こ と ごとく黒くそむ｡ 今案ずる に ,
お しう
日本東海中国衆 こ れを訓+ と云 々 ｡ ｢昔関東敵味方合戦し, 首 じ っ けん の時,
は ぐろ の首をば, 侍の首と て , 先上 へ 懸 たり｡ 改に戟場 へ 出るたは, 討死を心
がけ, 楊枝を使ひ, 歯黒をも っ ぱらと せり｡ い に しえ の 実盛は, びん ･ 髭を黒
に そ め , 小 田原北条家の 侍は, は ぐろをす｡+ と ある｡ 博物学者の南方熊楠は,
お歯黒 の習慣は ベ テ ル ｡ チ エ ー イ ン グ (歯が赤黒くなる) か ら来て い る と述 べ
て い る [南方随筆]132) ｡
明治中期チ ェ ン バ レ ン 120)は , 婦人 の こ の 習慣を止めさせ た の は昭憲皇太后
(明治天皇の妻) である と述 べ て い る ｡ 従 っ て 中世か ら江戸時代迄日本人, 殊
に婦人は, 渋 み と甘酸 っ ぱ い 五倍子 の入 っ た和製阿仙薬すなわち百薬煎を好ん
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で使用 した と思える｡ タ ン ニ ン を添加する こ と で か ね の の りを良くし, 口臭を
除く効果を期待したも の と思われる｡ すな わち, 五倍子タ ン ニ ン の 抗菌作用,
収敵性により歯固め の た め, あ る い は病気 の 予防を目的に用 い られたも の と思
われる｡
百薬煎の作り方は, 日本で ば
7) ｢五倍子 (フ シ) 十斤末ト シ鳥梅壱斤鴇欄 シ
線替自賛各 - 斤赤参三斤老酒麹四両党ツ水十二斤ヲ以テ参ヲ煎メ濃湯ト シ漉 シ
参ヲ去り次 こ 鳥梅五倍子線替自賛ヲ人 レ テ和 シ磁瓶 二 人 レ冷 ル ヲ待テ酒麹ヲ入
レテ拝七置ク風ノ入ラ ヌ処 こ 置ク ヘ シ徴 ヲ生 ス ル ヲ待チテ取出シ晒シ乾 ス 即石
英煎ナリ｡+
中国で は121) ｢取五倍子研細末｡ 毎 - 斤用真茶葉 一 両｡ 煎濃汁｡ 入酵糟四両｡
掩欄拝和｡ 器盛置糠缶中闇之｡ 待発麹状｡ 即成｡ 軽作餅丸｡ 晒乾用｡+ で ある｡
和製百薬煎, 中国製石英煎は文献的に は中世末期 ･ 近世初期に出るが, 現物
は15世紀頃に は存在し品質も上棟り, 中練り, 悪練りとあ っ た ｡
3 . 江戸期売薬の繁盛ぷり
江戸時代には売薬が盛行した｡ 幕末 の売薬処方は約3万方と い われる｡ 庶民
に と っ て は医師の薬代は相当の 負担となり, 主 に セ ル フ メ デ ィ ケ ー シ ョ ン に頼
て い た の が実情であろう｡ 文政10年 (1827) 日光街道 の各宿場町 の売薬 の状況
は次の ようなもの だ っ た103)0
｢千住宿で は, 疾 一 切に効く家伝の保命丹そ の他諸薬調合所と して小塚原町
の信濃屋五郎兵衛, 腹の薬金命丹と銘打 っ て千住三丁目さか い屋五郎兵衛, わ
うた ん (黄痘) の薬本家調合所と して千住かもん宿 の佐々木東水, 草加宿で は,
一 子相伝粒光丹と して銘打 っ た草加二丁目大塚屋庄蔵, 越ケ谷宿で は耳 の薬を
扱う中屋五郎右衛門, 杉戸宿で は家伝秘方乳 の で る薬, 小島屋文右衛門, 小児
五狩野薬と して中町 の 虎屋善蔵, 幸手宿で は精製奇応丸と して上野屋喜藤治,
中 田宿 で は, ま め の 薬に万能薬王散と して中田道栄, 古河宿で はて ん か ん の妙
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薬取扱店伊勢屋市郎兵衛, 間 々 田宿で は眼病治療所として紀州屋吉兵衛, 婦人
治療薬人参安神散な どを扱う大屋清兵衛, 小山宿では 一 子相伝防癒丸として常
盤屋喜兵衛, 宇都宮で は, 中風の 妙薬, 淋病の 妙薬を扱う近江屋清兵衛, 眼病
治療所 の 田野辺意休, 毒消しの妙薬毒消薬等を扱う薬種店伊藤良助, 奇応丸の
発売元と して五十嵐与左衛門, 明人伝釆虎翼丸や 日本安産丸な どの 製薬本家上
l
野久左衛門, 万病救命丸 の豊田彦平, 万治三年か ら血 の 道 の薬を広めたと いう
吉田市左衛門, 唐人秘伝小児の 英 一 角奇応丸として 日野屋治平, 家伝の赤万能
膏薬 こく屋久左衛門+ の名が記されて い る｡ こ れが 日本全国の宿場町で売られ
て い た の だ か ら, 大変な数になる｡
更に薬の行商が ある｡ 薬は主と して単品 で行商するが , 多く の薬を持ち歩く
配置売薬もある｡ 前 の例が外郎売りや虎屋 の解毒丸な どで , 後者 の例が越中富
山の配置売薬な ど である｡ 富山の薬行商人は, 天保年間 (1830頃)1,700人位
で 1年で 5万両, 文久年間 (1860頃)2,200人で 一 年間で20万両133) 売り上げた
と いう｡
嘉永2年 (1846) 版.[二千年袖鑑]106) に よ れば大阪で財産銀1万貰 (17万両
弱 一 現在の金 で100億円以上) の薬屋 に, 大阪対州屋敷前干牛丸 (牛肉, 侠苓,
蓮肉, 山菜, 薗香な どが入 っ た強精剤), 掘 の肝涼囲 (広東人参, 甘草, 沈香,
熊胆 , 丁字な どの 小児強壮剤), 浮 田 4 鎮火五龍囲125) (の ぼ せ症, 各穫療 - マ
ラ リ ア), 吉野 ｡. 人参三臓囲 (人参, 生地黄, 山葵, 牡丹皮, 侠苓, を入れた
強壮剤) な どの名が挙げられ て い る｡ こ れに京都, 江戸 の薬屋を加えれば, 長
者 の数は十指に余ると思われる｡ 滋養, 強精, 小児強壮剤 の他に , 明治頃迄日
本 の農, 山, 魚村で流行した療 (マ ラ リ ア) の 売薬が こ れ程売れた こ と は意外
であ っ た ｡
4 . 外郎の宣伝
元禄以後う い ろう の 販売に成功 した外郎は, 宣伝の分野 で も着 々 と手を打 っ
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て そ の成果を全国的なも の に して い っ た ｡ 例えば歌舞伎, -絵草紙 の類, 浮世絵,
道中絵図な どにう い ろう, そ の 店屋, そ の 販売員 の宣伝を行 っ た ｡ 以下 に示す
の はそ の 一 例で あ る｡
図 1 (67頁参照) は宝暦5年 (175) 頃江戸の版元鱗形屋孫兵衛か ら出さ れ
た外郎 の絵草紙か らと っ た もの で , 鳥井清経 の作品で あ る｡ 文中に - りう
ー せ
ん ( 一 粒 一 銭) とある｡ 一 銭は 一 文 で あ る｡
え 扱 ん か が お と ぎ
図2 (67真参照) は [絵本家賀御伽] か らと っ た もの で寛延五年正月 (1750)
長谷川光信作で ある｡
図3 (68頁参照) は 有名な秋里離島 [東海道名所図絵] の 小 田原図で寛政
9年 (1797) の もの で ある｡
せ っ つ め い し ょ ず え
図4 (68頁参照) は [摂津名所図絵] か ら の も の で寛政8年(1796)発行, 著
者は前図と同じ である｡
図 5 (69頁参照) は 図 4 の 一 部を拡大したも の で ある｡ こ れが実際の 外郎
売薬人で ある｡
図6 (69頁参照) は草双子 (会席料理世界吉原) 文政8年 (1825) の もの で ,
こ れは歌舞伎か らの図で ある｡
うたが わく に つ な
図 7 (70頁参照) は幕末で, 歌川国綱の作 で ある｡ 虎 の置き物が良く判る｡
ふ すまえ
前 の 行列は , 将軍上洛を措い て い る｡ 図3 に は虎の襖絵が出て い る｡ 江戸期に
虎屋外郎と い っ た頃の こ と で あ る｡
図8 (70頁参照) は共に｢外郎家伝+に載 っ て い る 関東大震災前 の 写真で あ
り有名な八棟造 注5) で あ る｡
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拙者, 親方と申すは御立会い の内に , 先だ っ て ご存じのお方々 もござりまし ょ
うが , 江戸を立 て 二十里上方, 相州小田原 一 色をおすぎなされて , 青物町を左
に お い で な さ るれば, 欄干橋虎屋藤右衛門, 只今は剃髪い た し, 円斎と名乗り
まする｡ 元朝より大 つ ごもりま で , 御手に入れまする こ の薬は, 昔, 陳の国の
l
唐人外郎と申す者, わ が朝 へ 来たり, 帝 へ 来たり, 帝に参内の おりから, こ の
薬を深く秘めおき, 用ゆ る とき に は, 一 粒ず つ 冠 の隙間より取り出す｡ よ っ て
そ の名を帝より透頂香と賜る｡ すな わち, 文字に は , ｢い た だき , すく , に ほ
ひ+ と書きて とうちん こうと申す｡ 只今, こ の薬, こ と の ほか世上 に広まり,
方 々 に偽看板を出し, い や小 田原 の , 灰俵の , さん だ わ ら の , 炭俵の と い ろ い
ろ申せ ども, 平仮名をも っ て , う い ろうとしるせ しは, 親方の 円斎ばかり, ち
しや , 御立会い の内, 熱海や塔ノ 沢 へ 湯治に お い で なさ る るか , ま た は, 伊勢
へ 御参宮の折か らは , 必ず, 門違 い な されますな｡ お上がりなれば右がわ, お
下がりなれ ば左 の方, 八方が八 つ 棟, 表が 三 つ棟玉堂造り, 破風に は菊に桐の
とう の御紋を御し ゃ め んあ っ て , 系図正 しき薬で ござる｡ い や , 最前より家名
の自賛ばかり申し て も, ご存じな い方 に は, 正味の胡椴 の丸呑み, 白河夜船,
さ らば 一 粒食 べ か けて , そ の き み あ い をお目に かけま し ょ う｡ 先ず こ の薬をか
よふ に 一 粒舌 の上 に乗せま して , 腹内 へ 収めますると, い や どふも い へ ぬ は .
胃 ･ 心 ･ 肺 ･ 肝 がす こ やか に な っ て , 薫風 の ん どより来たり, 口中びり ょ うを
し ょ うずるが ごと し｡ 魚, .鳥, きの こ , めん類 の食い合わせ , そ の 外, 万病速
効ある こ と神の 如し｡
さて こ の薬第 一 の 奇妙に は, 舌の 廻る こ とが , 銭ごまがはだ しで逃げる, ひ ょ っ
と舌が廻りだすと, や もたて もたま ら ぬ じ ゃ ｡ そ り ゃ そ り ゃ ま わ っ て きた は,
ま わ っ て くる は, ア ワ ヤ咽, サ ク ラ ナ舌に , か牙サ歯音, ハ マ の ニ ッ は唇の軽
重, か い ごう爽やか に , あか さ たな ,･ はま や らわ , お こ そ と の , 嘩もよ ろを,
- ツ に ぎ へ ぎ に , へ ぎほ し, は じか み, 盆ま め ･ 盆 ごめ ･ ぽ ん ごぼう｡
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摘参, つ み豆, つ み山椴｡ 書写山の 社僧正｡
粉 ごめ の なま噛, 小米の なま がみ こ ん粉米 の こ なみ が み｡ 糸需子 ｡ ひ じ ゅ す ｡
糸需子 ･ し ゅ ちん｡
親も嘉兵衛, 子も嘉兵衛｡
裁か へ い , 子か へ い ｡ 子嘉兵衛親か へ い ｡
ふ る栗の 気の ふ る切り口｡
･雨が っ 輝か, 番合羽か｡
貴様 のき ゃ はんも皮脚粁｡
我 らのき ゃ はんも皮脚粋｡
し っ か ば袴の し っ こ ろ びを｡
三針はりなか に ち ょ と縫う て ｡ ぬ ふ て ち ょ と ぶ ん だ せ ｡
か わら撫子 ･ 野石竹｡
の ら如来, の ら如来｡ 三 の ら如来に むの ら如来｡
一 寸 の お小仏 に｡ おけ っ ま ず や る な｡
細溝に ど どぢ よ, に よ , ろ , り, 京 の 生鱈, 奈良生鰹, ち ょ っ と 四五貫目｡
お茶だちよ｡ 茶だちよ｡
青竹茶先で, お茶ち ゃ と たちや｡
く る はくるは何がくる｡
高野 の , の お こ けら小僧｡
狸百匹, 箸百ぜん , 天日召ば い , 棒八官本｡
武具 ･ 馬具 ･ ぶ ぐ, ばぐ ･ 三 ぶ ぐばぐ｡ 合わせ て武具 ･ 馬具 ｡ 六ぶぐばぐ｡
菊 ･ 栗 ･ きく ･ く り三きく栗, 合わ せ て むぎ ･ ごみ ･ 三 むぎごみ｡ 合わ せ て
むぎ ･ ごみ ･ 六 むぎごみ｡
あ の な げしの長刀は誰長刀ぞ｡
･ 向こ う の ごま が らは, 荏の 胡麻がらか ･ 真 ごまがらか｡ あれ こ そ ほん の真胡
麻がら｡
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が らが らぴ い ぴ い風車, お きや がれ こ ぼ し, おきやが ら こ ぼ し, ゆん べ も こ
ぼ して も又 こ ぼ した｡
た あぶ ぽ , たあぶ ばば, ちりか ら, ちりか ら, つ つ た っ ぽ , た っ ぽた っ ぼ 一
丁 だ こ ｡ 落ちた ら煮て食う｡ に て もや い て もくわれぬも の は , 五穂 ｡ 琴きう7
かな熊｡ どう じに ｡ 石熊 ｡ 石持虎熊虎す, 中にも束寺の羅生門に は, 茨木童子
l
がう で栗五合 つ か ん で , おむ し ゃ る か の頼光の膝元去らず, 鮒 ･ きん柑, 椎茸
定めて ごた ん な , そ ば切り, そう めん , う どん か , ぐ どん な｡ 小新発知 (こ し
ぼち)｡
こ 棚の , こ 下 の , 小桶に こ み そが , こ 有ぞ｡ こ 杓子, こ も っ て , こ すく っ て
こ よ こ せ , お っ と合点じ ゃ , 心得たんぼ の , 川崎, か な川, 保土ヶ谷, 戸塚は,
走 っ て ゆけば, や い とを擦りむく三里ばかり藤沢, 平塚, 大磯が し ゃ 小磯の 宿
杏, 七 つ 起 こ して早天そうそう, 相州小田原, とうちん香, 隠れござらぬ貴腐
群衆 の花の お江戸 の花う い ろう, あれあ の花を見て , お心を, お菜らぎやと い
う産子 (うぶ こ) ｡ 這子 (はう こ) に い た るま で, 此 の うい ろうa)細評判, ご
存じな い と は申さま い申され , ま い ま い つ ぶ り, 角出せ, 棒だ せ , ぼうぼうま
ゆ に , うす, 杵, すり鉢, すりばち, ばちばちぐわ らぐわ らと, は めをはずし
て , 今日お い で の いずれ様に , 上 げねばな らぬ , 売らねばな ら ぬ と , 息せ い 引
ばり, 束万世界の薬 の元締め, 薬師如来も照覧あれと, ホ ホ敬 っ て , う い ろう
は い ら っ し ゃ･りませ ぬ か｡
5 . 経済面から見た外部 ( 一 つ の シミ ュ レ ー シ ョ ン)
小田原外郎は, 中世か ら有名な修善寺紙を薬包紙として使 っ て い た ｡ 色好紙
し ゃか つ たで
と い い [大日本地名辞書] に は ｢そ の 賭褐なるを色好紙と言 い参木の 皮を煎
じ色料となす, 故 に虫食まず+ とある｡ 修善寺紙は 一 帖50枚, 一 枚 は縦32皿 ,
横42皿 で , 15.7c m角の薬包紙4枚と11cm角 の薬包紙3枚がとれる｡ 大の 紙は逮
頂香20粒が入り, 小の 包 に は50粒の そ れが入る [色吉紙通帖]98) ｡ 合わせて1,00
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粒 (現在市販 の透頂香 の粒で計測 した) の薬包紙が採れる｡
天保4年 (1833) 外郎は 4月か ら 6月 の 3 ケ月 に約200帖 の色好紙を消費し
て い る｡ こ の こ と は1,000万粒の透頂香が売れて い る こ とを意味する ｡ 3月 は
みく り や ふ ど う そ ん ふ だ し ょ め ぐ
富士山の 山開きで , 7月は御殿場 の 御厨不動尊の 札所巡りで , 12月は伊勢参り
で それぞれ100帖の 消費があ っ た ｡ 年間900帖 の 消費で ある ｡ こ れ は4,500万粒
の外郎が売れた こ と に な る｡ 紙代だけ で は年間10両となる｡
又 こ れを[制補家伝預薬集]
67) (17B) の処方で , 下記 の其 の 原価 で計算する
と約700両弱となる｡ こ の 処方で は阿仙薬, 竜脳 , 磨香, 丁 子 , 甘草, 白檀,
石膏, 蓬砂な どが主成分とな っ て い て 現在 の清涼剤の 処方と変わらな い ｡ 下記
の参考資料は, 文禄 2年 (1593)
'
常陸の 国の 国主佐竹義宣の家臣大和田重清が
長崎で求めた薬価で ある｡ 江戸期 の 唐薬は, 銀だて で上下はあるが大差はな い ｡
1両は , 銀60匁, 4,000文で計算した｡ 他 の薬は現在 の値段か ら類推 した ｡ 薬,
数量, 値段 (銀) は, あせ ん やく3斤余, 3.8匁. 寮香0.5斤, 110匁 竜脳 9
匁, 45.2匁. 沈香336匁 329匁等 [水戸市史]
87) で あ る｡
店 の 人数を100人と して人件費720両, こ の 内行商にあたる人数を
一 組 5人と
して約25人, 穂川時代の 五街道すなわち東海道, 中山道, 奥州街道, 甲州街道,
日光街道に 一 組 5人 で往復廻 らせ , 又全部 の 宿場248次 に泊ま らせ た と し て
(文化 ･ 文政, 1804 -
,30頃 一 泊200文) 費用125両, 雑費込み で150両, 山陽道,
四国, 九州を廻 っ て150両, 合わせ て300両となる｡ こ の 行商人は何か の催し物
があると揃 っ て 出かける ｡ 寛永 7年 (1630) 当麻の市祭り (今の 相模原市) に
際して はう い ろう若衆21人が出て い る [相州東郡当麻市祭り之覚]
89'
｡ 尚売上
げの 三分の 一 を行商人に任せ て五割の儲けを与えたと して総出費年間3,455両｡
こ れを, 透頂香 一 粒 一 銭 (文)と し て年間総売上 げが 1万1,250両 (1755年頃
鳥井清経作外郎 の絵草紙に 一 粒 一 銭 と出て い る), 更 に藩 - の 運上金が売上 げ
の 三分の 一 と して , 残り約4,000両, 実に大変な儲けで ある ｡ 八棟造
注5) の 屋敷
な ど幾 つ で もで きる｡ こ の こ と は, 透頂香 の総売上げは原料薬価 の 約16倍で ,
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営業利益は総売上 げの70%弱 に な る｡ こ の 頃の 一 文は現在の 価格で20円位に相
当する こ と か ら総売上げの宝暦頃 (1750 -) の 時価は9億円になり営業利益は
6億2千万円に達する｡ こ れに輸入阿仙薬の加工, 花外郎の 売上 げを加えれば
も っ と利益が上 っ た もの と推測される｡
当時の売薬業に関連する数項目の 資料を挙げると , 同じ神奈川県の大雄山最
乗寺 の先々 代中村藤蔵氏から, 明治の初め の頃の 託として , そ の専の薬 ｡ 大雄
丸な どを売る際, 寺 の祭礼な どがある時は売上金を馬の 背に つ ん で運んだもの
だ と聞 い て い る ｡
京都伏見 の売薬屋保命丸本舗, 世 に [おけや薬] で主人板倉塊堂重陳が幕末
文久3年 (1863) 11月か ら翌元治元年5月 に い た る半年で , 長州 の志士 に2,000
両を出したと いうが , 流行して い る売薬屋で あれば容易な こ とで あ る｡ 保命丸
は取次販売店を全国を羊500余持ち, 製造 に従事するも の数百人と い われ京都屈
指の豪商であり, こ の 程度 の売薬業は全国に多くあ っ た [日本歴史]
99)
｡
尚小田原外郎が, 和製阿仙薬を輸出しか つ 使用 して おり, 又竜脳 の代わり に
片脳 (精製樟脳) を用 い て い た とすれば, そ の 儲けはも っ と大きい もの に なる｡
片脳はそ の役割で よく用 い られ た｡ そ の 際に は透頂香の 総売上 げは, 原料薬価
の50倍に も達 した と思われる ｡ 現在の 金額の換算は, 米 一 石 9万円と して行 っ
た ｡
6 . まと め
江戸期売薬屋と して の 小 田原外郎は, 丸薬の透頂香の他, 多くの薬剤を持ち,
お歯黒婦人の ため の芳香性岨噛剤の 花外郎 ｡ 透頂香も売 っ て い た こ とを明確に
した｡ 江戸中期の 阿仙薬の輸入, 精製, 加工 , 中国も含め東南ア ジ ア へ の 再輸
出, 和製偽薬製造 の製造, 販売は大量 で マ ニ ュ フ ァ ク チ ャ
ー (工場制手工業)
の 段階に達して い た こ とも考証 したo そ の 中心地は京都, 小 田原で あ っ た ｡ ま
た江戸期の売薬に つ い て 調 べ , う い ろうは庶民の要求にあ い大変繁盛した様子
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を明らか に し, そ の 背景 に歌舞伎, 絵草子も使 い 宜伝方法の たくみさを明示し
た｡ 陶器製 の外郎売り の 玩具も発売された｡
経済面か らも ー つ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を行 っ た ｡ 丸薬の透頂香だけ でも小田
原外郎の利益 は莫大なもの だ っ た ら し い ｡ そ の背景と して , 日本各地 へ の 行商
に よ る販売が盛んだ っ た こ と , 小 田原外郎が, か つ て有名で あ っ た京都外郎 の
直系であると いう [家譜]を作り, 大 い に利用した こ と , 及び , 宣伝方法が非
常にたくみ で あ っ た こ と な どが挙げられる｡ ま た, 透頂香は, パ キ ス タ ン, 束
南ア ジア , 中国南部に も広がる ベ テ ル ｡ チ エ
- イ ン グ の習慣に基 づき, 南方系
人種にも起源をも つ 日本人13
4) の 阿仙薬好み に食 い入 り, 多勢 の フ ァ ン を得 て
成功したも の であろうと結論した｡
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第5貴 明治期からの 外部
明治10年1月22日 , 時の政府は [売薬規則]を公布 し, ｢ 此規則に称する魔
の売薬とは丸薬, 膏薬, 練薬, 水薬, 散薬, 煎薬等家方を以て合剤し, 販売す
るも の とする+ と した｡ こ れ は税金, 毒 ･ 劇薬の 使用禁止な ど広範にわたるも
の である｡ 又同時 に売薬営業税と して ｢薬剤 一 方に つ き - 箇年二
l
円+ を課する
こ と と した｡ 明治14年 に おける統計 に よ る と こ の 規則 に より売薬営業税収入高
は, - ケ年62,174円に達 した｡ 約3万方 の売薬があ っ た と い う こ と で あ る｡
明治政府は, 江戸時代ま で野放し で売買されて い た薬に規制をかけた の で あ
る｡ そ れと い う の も家伝薬, 秘薬と い われて , 内容の不明な売薬を早く西欧な
み の科学的な薬の水準に引き上 げたか っ たか らで ある｡ こ れ ら の措置は, 当時
の知識人からも支持された｡ 例え ば福沢諭吉は, 自分の主催する [時事新報]
で, 明治15年11月18 日に次 の よう に売薬を批判して い る123)｡
｢売薬の 流行は誠に驚く べ き こ と である｡ こ の 年 の 三月初旬まで免許された
薬方の 数は三万九石九十 一 種 に上り, そ の う ち九百六十 一 種 は 一 月か ら二月ま
で の 六十日間に願 い済み に な っ た もの で ある｡ それ らの 薬方を聞くと, 猫 の子
の黒焼, 蛇 の首の干物があり, な お, ひ どい も の に は火葬場の 油煙, 便所の凝
結もあり, 鼻汁に等し い水薬に , 耳 の垢に等し い散薬な ど, 気持ち の悪くなる
もの が多 い ｡ こ れより, 少し薬らし い薬と い え ば葛粉などを基 に して様 々 な雑
物を手当り次第に引きまぜ, 薄荷油, 爵香を使い , 舌の 先と鼻に突き込ん で塗
り付ける趣向で ある｡ 売薬が役 に立 つ か立たな い か は今更, い うま で もな い ｡
人 の病はそれぞれ異なる｡ 医者は診察するとき平生 の 身の有り様を聞い て , 当
日 の容体の変化を尋ね, 容貌顔色, 言語 , 呼吸 の状態などを こ と細か に聞き出
し, こ れ な らばと思う薬を与え て も, ま だ不安が あるもの で ある｡ 医者の 心配
は病の 診察と調剤にある ｡ それ に比 べ 売薬とは,
一 体何 であるか ｡ 万病すなわ
ち, 覆乱 (日射病), 中風, 血 目, 欄目,
･ 血 の 道, 痘癒, 頭痛, 仙気な どに内
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服して も外用 して も良 い と は何 とも疑わ し い ｡ 乞食の お椀 であれば銭を入れた
ち ょ ぽ
り, 栄, 茶を入れて食事に使 っ た り, 樗蒲 (博爽)ある い は枕の代わりに なり,
一 つ で も何もかも間に合わせ る こ と が で きる｡ 万用 - 椀 と い う こ と に な るが ,
売薬の 万病 - 薬は受け取りがた い ｡ 古着を負 っ て も身丈に合わな い こ ともあり,
- 剤の薬で万病に合う はずはな い . 売薬は役に立たな い の に流行する の は驚く
べ き こ と で あ る｡ 薬方 の数三万九盲九十 一 種 に して , 受売鑑札の数は明治十年
十二月まで八万 二千五首九十四枚とな っ て おり, こ の 三万九有余 の製薬は八万
二千余の受売人が毎年どれほ どの 利益を得て い る の で あろうか｡ 非常に安く見
積も っ て も, 薬方 一 種 の利益を平均召円と して 三石万円に もなる ｡ こ の 三石万
円は日本人が毎年, 猫 の 黒焼や鼻汁に似た薬に払う金額である｡ ま こ と に愚か
ま じな い
な こ と である｡ 売薬は韮岨と同様に愚民 の気休め で ある ｡ 政府が こ れを許して
おく の も, 毒 にも薬に もな らな い と認 めて い る かうで, 世間 の バ カ さ加減を見
物して い る の で ある｡ 結局は国民 の知恵が付くま で は何とも仕方がな い と して
い る｡ 政府が個人の と こ ろま で入 っ て い く こ と は できず, ま た, 売薬業者も商
売として い る以上, そ れを奪う こ と は できな い ｡ 三万九宙の 薬方は ひ と つ と し
て役に立たず, 無益無用 で卒る こ とが明白で ある こ と が わ か っ て い る の に , 世
の ため人 の た め と言 っ て売る こ と は控える べ きだ｡ 無用 である薬で あれ ば政府
が売薬を 一 切禁止 して は どうか の議論はある｡ しか し, 寒村僻地の 医者の い な
い と こ ろ で は , 売薬を当て に して病人を介抱する人もい る｡ そ の前 に効果はな
くて も, そ れ で安心すれば, そ れが売薬の 効能とは い え る｡ 世 の 中は少し づ つ
道理 に近 づき, 愚か な挙動は次第に減少してき て い る｡ す で に政府は売薬に税
金をかけて売薬流行の勢 い を抑え ようと して い る｡ 学者医者は こ の 政策が愚民
を困らせ るため の も の で なく売薬に対する啓蒙で ある こ とが本意である の を知 っ
て い る｡ ひ と つ の 村 で売薬が無効である こ とを知り′, 医者に頼る人が 一 人で も
あれ嘩, そ の考えが もう 一 人 に伝わ っ て 知識 の 進歩とな り, 日本人であれば,
愚昧の域か ら脱する こ と に勉め, 一 生涯 で出来なければ二代, 三代 で達成させ
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るよう日夜心配する こ と ば正 し い こ と である｡ 今, 売薬を捨て て 医師に診察を
受けようとして も, 医師の数は少な い ｡ 東京で も良医を見 つ ける の は難しく,
ま して寒村僻地 で は親 の病気に隣村 の 医師を迎えると いう｡ そ の 医師がどんな
学問を行 っ て き たか わ か らな い ｡ 一 部 の 医書の みを読み, それが [傷寒論]で?
使う薬が草根木皮で あれば家伝の 秘薬と同じ で , こ れはま た売薬師に等しい ｡
l
売薬を用うる の で あれば, 何 も医師によ らなくて も売薬の店から買うことが で
きる｡ 売薬 の中 に は稀に少し効能の あるも の がある｡ 下剤, 下痢止め, 健胃,
鎮痛剤な どは中ぐら い の効果があり, 僻遠 の薮医者の 治療と伯仲する こ ともあ
る｡ こ れ は世間 の薮医者に と っ て は恐る べ き こ と で , こ れ ら の 医者は売薬師と
同じと見 られて も致しかたな い｡ 医者 の名が あれば日頃から多少の患者に接し
て自ら臨床に望むこ とが必要である｡ 臨床は医術の なか で最も大切な こ と で ,
そ の証拠 に は年来 の漢方医と西洋医の治療をめぐる争い で , 漢方医の 治療は病
に適する こ と はあるが学問の巧拙がな い ｡ 日本の医学の 今後を考えたとき, 医
師の投薬する薬も売薬店の薬も同 一 の もの とする こ と は望ま しくf1.
い ｡ 今 こ そ
売薬の流行を鎮め, 医学の進歩を奨励す べ きで ある｡ 売薬の涜行が どれほ ど強
ま っ て も, こ の薬で満たされぬ こ と は い うま でもな い ｡ 十中まれ に - , 二 の 病
気に適して い た と して も, 八 , 九の損失を償う こ と は できな い ｡ 盲 の うち盲,
効か な い も の が多 い現状で は効果を期待して量を増やす こ と も考えられる｡ 天
下に 一 名の良医が養成されれば 一 分 の 実益を得る｡ 良医を養成する方法として
は , 田舎の 医者に真 の 医道 に入る こ とを勧め, そ の人が出来なければ子息が入
る こ とも考え られる｡ 医学が進めば実益が増えるが, 売薬が進めばそれ に よる
損失 の方が大きい｡ そ の た め に も, 売薬を捨て て 医学を興す こ と の方が大切で
ある｡+
も っ とも の 理論 で あり, こ の 論説は売薬業者か ら の裁判沙汰に発展し, 3年
後に福沢諭吉が大審院で勝訴した｡ ･L,か し低所得層 の需要もあり, 西洋医師の
少な い現実も作用 して売薬自体は繁栄を続けた｡
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江戸時代迄は薬業家は 一 般 に他人 の売薬を請け売りせず, 実母散, 妙振り出
し, 奇応丸な ど公知の 売薬は自製して 販売し, 何 れ の薬店で も50方か ら100方
以上製剤して い た の で , 毎年 一 方 に つ き 二円ず つ の売薬税は誠に重税だ っ た ｡
こ れ が対策と して各薬店は, 売薬を 一 時廃業し, 製造を分担 して小数 の代表者
を定め て免許を取り, 他は請け売り の形式で税をま ぬ か れる方法を講じた｡ そ
の 結果と して (.1) 他人 の売薬を ｢請け売り+ する習慣を生 じ, (2) 製造発
売する小数の専門業すなわ ち ｢売薬本舗+なるも の が発生 し, (3) 同時に本
舗から小売り店に取り次ぎ仲介をする･r売薬問屋+ なる新営業が現れて , かえ っ
て売薬は盛ん に な る と い う皮肉な結果とな っ た ｡
外郎もそ れに習 い明治後年次の ような店 の名前に した｡
外郎薬房 薬種 ･ 売薬卸問屋, 家伝透頂善本舗107)｡
明治期 の外郎に つ い て こ れ以上概観する資料はな い が , 明治期 の政府の要求,
知識人の批判にも耐え , 又, 第二 次大戦 の中 で多く の売薬 ( 家磨薬) が政府の
方針で不要不急の薬として消え て い っ た が , 透頂香は存置処方と して筏 っ た事
実は注目に催する｡ や はり伝統 の 重さと口中清涼 ･ 整腸剤とし て の効果を評価
されたも の と思われる｡ そ の 時 の処方は, 阿仙薬 (主薬), 竜脳 , 丁子 , 蓬砂,
人参, 石膏, 縮砂, 甘草, 桂皮, 薄荷脳, 寮香, 華樽を配合したもの で あ っ た｡
小田原外郎は, 現在も透頂香を販売し て い るが こ れが 隠れた ブ ー ム に な っ て
^
1
い る ｡ 日本人は味覚, 喚覚に敏感 で あ る が透頂香の 主薬で ある阿仙薬の独特 の
味と香りが - ー ブ的な清涼効果をもたら して , 心理的に も気力充実に繋がり疲
労回復, 体力増強に良い と い う評判が たち購買者が殺到し, 販売制限を行 っ て
い る ｡ 殊に老年者に フ ア ン が多 い と いう｡ 明治期の 批判を乗り越え現在迄続く
それなり の理由がある の であろう｡ 当然伝統的な秘薬と して の憧れも好印象と
な っ て 重用され て い るもの と思わ れる｡
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第6章 外 郎 餅
外郎餅の初見は, 寛文十年 (1670) 長崎出身の角屋七郎兵衛と いう人物が三
十年ぶり に安南か ら戻り, 歓待をうけた時の献立表に ｢うい ろうもち+, がみ
える108)｡ 従 っ て 小田原外郎が全国を廻りはじめた頃と 一 致する｡ 外郎は中 ･ 近
l
世に は, 花外郎 ｡ 透頂香と いう方形または板状の形の薬剤を出し, こ れは婦人
が常用して歯を締め, 口臭を除くため に用 い た｡ そ の色は黒く香りがよ い の で ,
最初黒砂糖を使 っ て で きた黒色の餅 に外郎の名を冠した の で あ ろう｡
[和漢三才図禽]124)に よ る と次の ようなもの である｡
｢按, 外郎餅羊糞属, 外郎相州小田原人名, 製透頂香丸真名, 克呼為英名黒
色香美, 此餅色以相似名, 造法梗八合精 一 合半 葛半合共- 一 升細末, 別黒砂糖
- 斤半 以水七合暑煎, 去連取精汁以煉之如膏, 而蒸之, 候湯気起於甑盛練膏
蒸之, 則成, 以糸切之+ 大要として は外郎餅は羊かん の 一 種 で , 外郎透頂香の
黒色香美 の点で, 外郎に以て い る と こ ろか ら, そ の名が出たと いうことで ある｡
大体外郎餅は梗米, 精米, 葛, 蕨な どを用 い蒸したもの で 一 般に樟物, す は
ま な どと い われる｡ 文献 に は, 天和二年(1682)8月に来日した朝鮮信使饗応 の
献立 に外郎餅と出てくる｡ 又 [薙州府志] 5) (1684) にも外郎餅と出て くる ｡
りょ うりもの が たり
江戸期に は大変もて はやされた菓子である｡ [料理物語]
105) (1643) に は な い が
[合類日用料理抄]104) (1689) に はそ の作り方が出て い る｡ こ の こ ろ は白砂糖が
出て色 の 白い外郎餅が出て い る が , 外郎が売薬で廻り歩い た土地 に は黒くて ,
こ の 薬に似て い る菓子が沢山売り出された｡
浮世草子な どで見ると元禄頃歌舞伎の桟敷で , うい ろうを食い散らか して い
たもの らし い｡ 小田原で ｢ うい ろう飴+, 山口, 糸崎, 長崎, 備後, 小郡, 広
島に は ｢外郎+ と いう名称で , 福岡 に は ｢ うい ろう棒+ と いう名前で , 豊前中
津で は ｢ うい ろう鰻頭+, 宮崎で は
･｢う い ろう餅+ で ある｡ さ ら に穂島で は ,
江戸中期から入り節句に ｢う い ろ+ を作る習慣が あり, 名古屋 で も, ｢ 黒外郎+
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はじめ良く知られて い る｡ 京で も ｢ 五建う い ろ+, 近 江八 幡で も ｢ うい ろ+ 吃
どが残 っ て い る ｡
こ の 地方を小田原外郎が良く販売に歩 い た と い う証拠で あろうか ｡
一 方東北地方に外郎餅 の伝聞がな い の は, こ の 地方 に は外郎餅の主要成分で
ある渉粉 ( 梗米を良く水洗 い して乾燥させ粉に した物) が普及 して い な い た め
と思われる｡ 湊粉は, 元来西方 の 由来で外郎餅の発生は, 関西方面である こ と
を思わせ る｡
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総 括
うい ろう とう ちん こう
著者は, 1955年より小田原の売薬 ｢外郎 ･ 透頂香+ をテ ー マ と して文献調査
を行 い , 当時の薬業関係誌 (1956) に発表した｡ そ の 調査を進 めるうち に , 各
種外郎の 文献 の記載に相違 ｡ 矛盾を発見し, 一 次資料調査 の必要を知り, 以後40
年に亘り資料収集に つ と め た｡ こ れ ら の 資料を詳細に調 べ , 以下に示す事項を
証明ある い は推論した｡
(1) 従来, 日本外郎家 の祖人と して陳順祖と陳延祐 の 2名 の名前が挙げら
れ混乱がみられて い たが , こ の 両者を兄弟である旨整理, 立論 した｡
(2) 外郎家の子孫にま つ わ る事項 の各件に つ い て 起源資料を探索し, 正 す
べ きを正 した｡ 殊に京都外郎家の末期 の当主, 外郎右近が流刑 にな っ た点を明
らか に した｡
(3) 小田原外郎家が京都外郎家 の直系であると の説を否定し, 新た に江戸
末期西洋流 兵法家として有名な, 伊豆韮山の 江川担魔 の 家系に連なる こ とを
立論した｡
(4) 外郎の 医家と して の 日本 へ の 貢献は,
一 つ に 金 ･ 元医学 の 四大家の理
論を日本に持ち込んだと思われる こ と, 二 つ 目は東南ア ジ ア に敷術する阿仙薬
な ど の噂好性 の強 い薬物, ベ テ ル ･ チ ュ - イ ン グの 習慣に合致 した薬物を早期
に導入 し, 精神的にも有効な清涼感溢れる清涼 ･ 整腸剤を日本に もた らした こ
とが挙げられる｡
(5) 薬業家として の外郎に つ い て は , 非常に緩和な作用を持つ 多く の 薬剤
杏, 庶民に提供 で きるよう に した こ と , 透頂香の ような口中清涼剤を広めて万
民が セ ル フ メデ ィ ケ ー シ ョ ン に より, よ り快適な生活を送れるよう に した こ と
な どが挙げられる ｡
(6) 日本人 の お歯黒 は, 五倍子と鉄剤を使 っ た歯 の 装飾で平安期か ら幕末
ま で続 い た｡ お歯黒 の 歯固めと口臭 の 除去に , 花外郎 ｡ 透頂香と い う百薬煎
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(和製阿仙薬) を使 っ た板状 の 口中芳香性岨噂剤が使われた こ と を明らか に し
た｡ こ れが17世紀中頃か ら現れた ｢外郎餅+ と いう菓子の原型 にな っ た こ とも
同時に検証 した｡ こ れが百薬煎と い う五倍子を主剤に使 っ た物 である こ とを つ
き とめ た｡ 尚重要成分の竜脳 の代わりに精製樟脳 の片脳も使われた こ とも考証
した｡
(7) 京都外郎の衰退 した後, そ の 被官 (家来)で あ ? た小 田原外郎が そ の
あとを受け継 い だ が , 彼ら は透頂香を非常に文化的に洗練された宣伝手法で ,
広める こ と に成功した こ とを明らか に
､した｡ すな わ ち絵草子や歌舞伎の台詞 に
こ の薬を取り上げて多く の 人に , そ の効果を知 らしめ た｡ そ の成功 の 陰に は南
方系人種たそ の ル ー ツ134) を持 つ 日本人 の ベ テ ル ･ チ エ - イ ン グ へ の 噂好性が
ある こ と とも結び つ け, 新し い 見解を示した｡
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注及び参考文献
注1)
注2)
注3)
注4)
注5)
1)
2)
3)
4)
5)
6)
7)
8)
9)
10)
ll)
12)
13)
外郎 は, 中国語 (北京官話)で い うと ワイ ラ ン で , 外は唐音で ウイ とい う｡
う い ろ
木版図系の寛永18年 (1641) 以前の洛中絵図に [外良ノ 町] とある｡
能楽 [唐船]は, 能楽曲名, 唐船の 乗組員慶宮人 は, 日本拘留中2人 の子供
をもうけたが唐からは 2人の子が 迎 え に く る ｡ 日本 の 子供 は同行を許さ れな
い の で 心中しよう とする が , 領主 が哀れん で 同行を許した の で 親子 5人で喜
ん で 出船する｡
御薬院と大医院は, 北京中医学院主編 (夏三郎訳) [ 中国医学史講義], 燦
原刊P.123に 出て く る元代の医制で ある ｡
八棟造と は, 権現造り の こと で 神社 の形式を取り入れた華美な建築物 で , 外
郎の 他伊勢の射和と桧坂, 奥州 の 仙台札の 辻に あ っ た と い う が 全 て 現存して
い な い ｡
清水藤太郎 : 日本薬学史, 南山堂, 東京, p p.178- 183(1949) ; 宗田
日本の 名薬, 八坂書房, 東京, p p.3 0- 34(1981)
杉山 茂 : 陳外郎とそ の周辺, 薬局の 領域, (5a), 33 (1956)
寿桂月舟 : 幻雲文集, 京建仁寺 の僧寿桂月舟 の文明 ･ 永正頃の漢詩を集 め た
作品, 続群書類従第13輯巻342,p.368
貝原益軒 (1630 - 1714): 筑前国続風土記, 巻 の29, 土産考上, 国書刊行会,
東京, p.662 (1973)
黒川道祐 : 薙州府志, 巻 6, 土産門上 (薬品部), p.161(1686)
林 羅山他 : 本朝通鑑, p.641 (1679)
小葉田 淳 : 中世日.支通行貿易史, 刃江書院, 東京, p･240
辻 善之助 : 日本仏教史, 第6節, 岩波書店, 東京, p.55 (1965)
豊田 武 : 日本商人史 (中世), 東京堂 , 東京, p.190 (1949)
外郎家譜 : 元禄11年 (1698) 箱根早雲寺の沙門宗貞が , 小 田原外郎の依頼 に
よ っ て 著作.
谷川士清 (1709-
'
76): 倭訓莱, 中編う い ろう .
横島昭武 : 史籍集覧 ･ 関八州古戦録, 14巻, p.2 (1725)
浅井了意 : 史籍集覧 ｡ 鎌倉管領九代記, 7巻, p.12 (1673)
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14)
15)
16)
17)
18)
19)
20)
江西逸志子 : 北条五代記, 教育社, 東京, p･172 (1672)
岡本為作 : 北条時頼記, 浮世草子. (1691)
遠藤数馬 : 駅路の鈴, 1巻 , p.2 5 (1858)
伊勢の貞丈 : 貞丈雑記, 有職故実書. (1B43)
関 修齢 : 松窓慢録, 江戸時代の漢学者, (1800)
浅田宗伯 : 皇国名医伝, 巻1, (1851)( 国会図書館)
吉田兼照 (1348 - 1408) : 吉田 日次記 , (吉田社の 神官) の 日記 . ( 国会図書
･ 館)
21) 山科教言(1326- 1409) : 教言卿記 , 藤原北家の 出, 大納言 の 日記 ･ 代 々 内
蔵頭を世襲した . (国会図書館)
22) 日野兼宣 (1381- 1428) ‥ 兼宣卿記, 日野家広橋流の 公家, 大納言 の 日記 ･
( 国会図書館)
ソ ン ギ ョ ホ ン
23) 老松堂 日本行録 : 応永27年 (1420) 朝鮮還礼使節 ･ 宗希環 の 日 記 , 岩波文庫･
24) 蔭涼軒 日録 : 臨済宗相国寺 ･ 鹿苑院内の蔭涼軒主代々 の 公用 日記. ( 国会図書
館)
25) 聖剤総録 ‥ 北宗末年 (1110) に [大平聖恵方] の基礎の 上 に , 当時の 民間の
薬方を広範 に収集 し, こ れに [ 内府] 所蔵の秘方を合わせ , 整理 を加 え て な っ
た もの で ある . 8年を費やし政和年間(1111-
'
17) に 完成 した . 記載 の 処方 は
26)
27)
28)
2万に近い .
山科言国 (1452 - 1503) : 内蔵頭 ･ 権中納言の 日記. (国会図書館)
山科穫記 : 山科家儒者 の古礼に 基 づく記録. ( 国会図書館)
大館伊予守尚氏 : 長線二年以来申次記, 群書類従第22輯, 垂406, p.195( 国会
図書館)
29) 伊勢貞春: 殿中申次記, 文明 (1469-
'
87) 期の幕府 の礼式次第記, 群書類従･
( 国会図書館)
30) 大館常興 : 年中定例記, 群書類従. (国会図書館)
31) 蛤川親元 (1433-
'
B8)‥ 親元 の 日記, 室 町中期の武将, 足利義政 の 時政所 に な
り幕政に参加した . 日記は当時の政治を知る上 で重要 . 群書類従. ( 国会図書
､ 館)
32) 薩藩旧記 : 島津家文書, 宝鑑其 - . ( 国会図書館)
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38)
39)
40)
41)
42)
43)
44)
45)
46)
47)
48)
49)
50)
51)
52)
53)
54)
55)
56)
山崎美成 : 海録巻10, 日本随筆大成, 巻10, p.9 (1820)
甘琴寺親長 : セ 一 番職人尽歌合, 明応年間 (1492) 頃成立. (国会図書館)
三条西実隆 (1455- 1537): 実隆公記 , 内大臣, 文明 より天文期ま で の 日記.
(国会図書館)
近衛尚通 : 後法成寺尚通公 の 日記. ( 東大史料編某所)
鎖砕録 : 宋代 (1127-) の 医書, こ の 頃中国で は歯磨きの習慣があ っ た .
1
上杉文書 : 神錬昌綱書状, 上杉家文書p p.2 - 316(東大史料編纂所)
大館常興 日記 : 尚氏と もい う, 室町期の武将, 礼式 ･ 故実 に 詳 しい . ( 国会図
書館)
松永拠徳 : 本朝世事談椅, 享保年間 (1733頃) 刊 , 日本随筆大成, p.478
徳川実紀 : 徳川家の公的歴史書, p.594(国会図書館)
柳亭種彦 (1783- 1842): 足薪翁記 , 日本随筆大成, 14巻, p.166
水雲堂弧松子 : 京羽二重, 貞享2年 (1685) (国会図書館)
松江重頼 (貞徳門下) : 毛吹草, (岩波文庫, p.157). (1638)
季弘大叔 : 室町中期, 東福寺の禅僧庶軒の 日記, 大日本古記録 . (東大史料編
纂所編)
宣胤卿記 : 中御門棒大納言宣胤卿の 日記 , 永正14年 (1517) 5月1
■
2日の 項.
陳有年員外郎遺像 :旬雲文集, 続群書輯従第13輯, 巻第342, p.368
陳員外郎友蘭暗公肖像 : 幻雲文集, 同上p.373
陳舜臣 : 中国の歴史, 平凡社, lo奄, p.120･･(1982)
義堂周信 : 空華 日用工夫略集, 南北朝の 頃の臨賛宗の学僧, 号 は空華道人,
(1371) 2月3P日 の 項
小葉田 淳 : 唐人町 に つ い て , 日本歴史 (雑誌) 第5号, p. 8
多聞院日記 : 奈良興福寺の 塔頭多聞院の住職に よ る 日記 , 主 に英俊が書く,
(1478- 1615)
大乗院寺社雑事記 : 奈良興福寺の大乗院の尋尊, 政覚, 経尋三代の門跡が記し
た 日記 . (1450- 1527)
山科言継 (1527- '76) : 言継卿記, 室町後期の 公家の 日記.
中原康富 (1400 - '57) : 権大外記 の 日記 .
狂言全集 : 国民文庫研究会, 狂言記補遺, p.167(1913)
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75)
76)
77)
78)
79)
80)
81)
82)
83)
遠藤白川文書 : 福島県史第7巻, p.474, 弘治3年 (1557) 7月22 日の 項.
黄帝内経 : [素問]と [霊枢] からなり, 黄帝と当時の名医岐伯等の 問答体 で
書か れ て い る, 中国の 最古の 医書 で あ る .
黄帝八十 一 難経 : 中国古代の 医書, 偏鶴の 著作とい われる .
中臓経 : 同様中国古代 の医師華陀の作とい われる .
傷寒論 : 三世紀の末, 張中景の作.
吉益東洞 : 医断, 古方派の医師, (1750頃)
龍野 一 雄 : [漢方と漠薬] (雑誌)9月号, (1943)
浅井了意 : 償名草子 ･ 浮世物語, (165頃)
婆羅僧掲諦 :仏教から来た究語 で , 全て 彼岸に至る の 意｡
大平恵民和剤局方 : 中国宗代の大平恵民和剤局編, 劉景源校正, 人民衛生出版
社, 1985年初版.
鈴木定寛 : 剛補家伝預薬集, (1778)
難波恒堆 : 原色和漢薬図鑑, 保育社, (1980)
半井保房 ( 医師): 盲聾記 , (1520)
吾妻鏡 一 貴志正造訳注 : 新人物往来社, (1976)
快元僧都 : 快元僧都記, 鶴岡八幡宮の別当の 日記, 群書類従, 第25輯, p.526
元陸軍参謀本部編纂 : 北条氏小田原城戦史, 第2編, 第3章, p.3 8
仲田正之 : 江川坦庵, 吉川弘文館, p. 6 (1985)
太平記 一 山崎正和訳 : 河出新報新社, 上 (1976)
長線記 : 群書類従, 巻578, p.251
小田原衆所領役帳 一 杉山 博校訂 : 近藤出版社, (1969)
外郎文書 : 相州古文書の内足柄下郡文書16以下.
木立寺文書課 : 本山韮山本立寺誌 .
寛政重修諸家譜 : 幕府が寛政年間 (1789-) 各家に提出さ せ た家譜.
秋山富商 : 豆州志稿, 増訂 萩原正平, 正夫, 長倉書店. p.336(1967)
秋里離島 : 東海道名所図絵, (1797)
林 述斎他 : 新編相模風土記稿, 巻之24, 村里部足柄下郡巻の 3, 小田原宿 の
項. [大日本地誌大系], (1841)
川 口謙 二 : 書かれな い 郷土史, 錦正社 . p.106(1965)
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93)
群馬県松井田の 旧家に残る, 陳文書.
岡本玄治 : 家伝預薬集, (1671) (国会図書館)
花咲和夫編 : 諸国買物詞方記, 寛文末から元禄期成立 (1670- '90) 近藤書店,
(1972)
水戸市編 : 水戸市史, 上巻, p.794(国会図書館)
藤田 明 : 日本歴史 (雑誌), 2 (9) 672(1900)
l
相州古文書 : 高座郡文書80.
浅井了意 : 東海道名所記, 仮名草子6巻, (160頃)
神奈川県史 : 資料編 (4) 稲葉家引送り書 , p.170(1685)
所 理喜夫 : 戦国期職人の系譜, 角川書店, p.323(1989)
菊岡姑涼 : 続江戸砂子温故名跡志, 日本随筆大成. (1735)
94) ケ ン ペ ル の [日本記事訳抄] 一 高橋景保訳 : 海表叢書第二巻, 更生閣書店, 片
岡永左衛門注, 相中裸志, (1928) (小田原市立図書館)
95)
66)
97)
98)
99)
100)
101)
102)
103)
104)
105)
106)
107)
108)
109)
110)
111)
ケ ン ペ ル の [江戸参府紀行] 一 呉 秀 三訳 : 異国叢書, 堆松堂 (1929)
小泉栄次郎 : 和漢薬考, 朝番屋書店, (1927) (東京都立図書館)
松岡 典等 : 用薬須知後編,
天保4年 (1833) 色吉通帖 :
小西四郎 : 日本歴史 (雑誌)
戸羽山 瀞 : 江川坦庵全集,
(1759)
(財) 製紙記念館資料.
. 第10号, p.21
巌南堂 , 巻1, p. 1 (1954)
杉山 茂 : 外郎 ･ 透頂香と江川酒, 化学工業日報社, p.112(1994)
三島町誌 : 大正 1年, 三 島町刊, (三 島市立図書館)
本間清利 : 日雅街道繁盛記, 埼玉新聞, (1975)
著者不明 : 合類日用料理抄, (1689)
著者不明 : 料理物語, (1643)
浜松歌国等編著 : 二千年袖鑑, (1849)
小田原地方商 工業史 : ぎ ょ うせ い , p.229 (1989)
歯車の会編 : ｢外郎+ 歯車26(雑誌), 10月号, p.28 (1974)
おゆ どの の 上 の 日記 : 宮中女官の 室町初期か ら江戸時代ま で の 日記.
立川昭二 : 病気の社会史, N H K ブッ ク ス152, p.216(1971)
岡田章雄他編著 : 日本の 歴史 ･ 第6巻 ｡ 群雄の争い , 読売新聞社, (1974)
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114)
115)
116)
117)
118)
119)
120)
121)
12)
123)
124)
125)
126)
127)
128)
129)
130)
131)
132)
133)
134)
諸州古文書中相州古文書廿四所収.
細川宗春 ｡ 山川素石 : 二川随撃, (1725)
大磯宿本陣小島家文書.
寛文規式帳 : 茨城県史料, 近世政事編第 一 .
小田彰信 : 廃絶録, 文化末年刊 .
岡本 勝 : 大淀三千風研究, 桜楓社, (1971)
遠藤元理 : 本草所疑, (1681)
三浦浄心 : 北条五代記 , 寛永版.
チ ェ ン バ レ ン 一 高梨健吉訳 : 日本事物誌 ･ 1, 東洋文庫131, 平凡社.
中国医学大辞典 :北京, (1988)
上野観光連盟 : 上野繁昌史, (1963)
天野 宏 : 薬文化往来, (1992)
寺島良安 : 和漢三才園舎, (1712)
吉岡 信 : 近世日本薬業史, 薬事 日報社, 附表 ･ 江戸売薬p.18, (1989)
富井康夫 : 京都社会史研究, 同志社大学 ･ 人文科学研究所編.
祇園社記 (第十五) 八坂神社記録上収載.
日本歴史地名大系 ･ 京都市 の地名 : 中京区p.803.
木田安彦 : に はん の ま つ り, 木版画, 講談社, (1985)
米山俊直 : 祇園祭, 中公新書369, p.29
林 四郎 : 百味箪笥, 医学出版社, (1959)
南方熊楠 : 南方随筆, 正 ･ 後, 沖積舎, (1922)
池田松五郎 : 日本薬業史, 薬業時論社, p75 (1929)
安田徳太郎 : 人間の歴史2 ･ 日本人の起源 , 光人社, (1952)
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